
様式４－１
理工学域

物質化学類

先端解析化学 分子創成化学
ナノ超分子化

学
創エネルギー

化学

グリーン・
サステイナブ

ル
ケミストリー

マテリアル
サイエンス

科目
番号

授業科目名 学生の学習目標 学年 Q1 Q2 Q3 Q4

79500 大学・社会生活論

１．できるだけ早く大学に慣れ、大学生らしい学
習態度・生活態度を身につける。
２．これからの人権・共生の時代に必要とされる
知識・教養に触れ、その基本を理解する。
３．留学・就職・進学・ボランティア活動などにつ
いての知識を身につけ、大学4年間の過ごし方
やその後の将来のあり方を自ら設計できるよう
になる。

1 1 ◎ ◎

79701 地域概論

①学類の専門分野を，地域との繋がりや社会へ
の貢献の視点から理解し，地域の感性を育むこ
と。
②自分の将来の目標を明確化し，専門分野と地
域社会への関わり方を見つけること。
③将来の働く姿を描きつつ，大学４（６）年間の
学修を主体的にデザインできるようになること。
④石川県を一例として，地域の自然，文化，歴
史，産業等を理解すること。

1 1 ◎ ◎

20041 アカデミックスキル

１．自ら課題を発見し、それを調べて、まとめるこ
とで、学習デザイン能力と論理的な思考力を向
上させる。
２．ディスカッションやプレゼンテーションを経験
することで、自己表現能力を向上させる。
３．他人とのディスカッション、レポートの作成等
を通して、話す・聞く・書くなどの日本語能力を向
上させる。

1 1 ◎ ○ ◎

20042
プレゼン・ディベート
論

１．自ら課題を発見し、それを調べて、まとめるこ
とで、学習デザイン能力と論理的な思考力を向
上させる。
２．ディスカッションやプレゼンテーションを経験
することで、自己表現能力を向上させる。
３．他人とのディスカッション、レポートの作成等
を通して、話す・聞く・書くなどの日本語能力を向
上させる。

1 1 ◎ ○ ◎

7511a 微分積分学ⅠＡ

数列・函数の極限が計算できること
一変数関数の微分・積分が計算できること
微積分の諸定理を理解すること

1 1 ◎ ◎

7511b 微分積分学ⅠＢ

数列・函数の極限が計算できること
一変数関数の微分・積分が計算できること
微積分の諸定理を理解すること

1 1 ◎ ◎

7512a 微分積分学ⅡＡ

偏微分や全微分の概念を理解し，合成関数の
微分や多変数関数の極値等の基本的な計算が
できるようになる．

1 1 ◎ ◎

7512b 微分積分学ⅡＢ

重積分および変数変換公式について理解し，基
本的な積分計算や面積・体積の計算ができるよ
うになる．

1 1 ◎ ◎

7513a 線形代数学ⅠＡ

(1) 行列の演算，基本変形に習熟する．
(2) 係数行列の基本変形を用いて連立1次方程
式を解く．

1 1 ◎ ◎

7513b 線形代数学ⅠＢ
(1) 行列式の定義・性質を理解する．
(2) 余因子展開を用いて行列式の値を求める 1 1 ◎ ◎

7514a 線形代数学ⅡＡ

・線形空間，一次独立性，基底，次元，線形写像
などの線形代数における基本概念を理解でき
る。
線 像 行 表 を求める が きる

1 1 ◎ ◎

7514b 線形代数学ⅡＢ

・固有値，固有ベクトル，固有空間を理解し，そ
れらを求めることができる。
・行列が対角化可能かどうか判定して，対角化
を行うことができる。

1 1 ◎ ◎

79606 データサイエンス基礎

データサイエンスに関わる基本的知識やPC の
活用に関わる基本的知識を理解し、実践的に活
用する能力を習得する。

1 1 ◎ ◎

7521a 物理学ⅠＡ

力学における基本概念（力，速度，加速度，仕
事，運動エネルギー，位置エネルギー，万有引
力，角速度，遠心力，コリオリ力，重心，角運動
量，モーメント，剛体，慣性モーメント）と法則
（ニュートンの運動の法則，運動量保存，エネル
ギー保存）を理解し，使えるようになる。
高校の授業で学んだことを発展させ，より高度な
内容へと繋げるための基礎を理解すること．微
分積分，ベクトル解析などを使った大学におけ
る物理学の展開方法の基礎を学び，例題などを
通してそれらへの理解を深めること．

1 1 ◎ ◎

7521b 物理学ⅠＢ

力学における基本概念（力，速度，加速度，仕
事，運動エネルギー，位置エネルギー，万有引
力，角速度，遠心力，コリオリ力，重心，角運動
量，モーメント，剛体，慣性モーメント）と法則
（ニュートンの運動の法則，運動量保存，エネル
ギー保存）を理解し，使えるようになる。
高校の授業で学んだことを発展させ，より高度な
内容へと繋げるための基礎を理解すること．微
分積分，ベクトル解析などを使った大学におけ
る物理学の展開方法の基礎を学び，例題などを
通してそれらへの理解を深めること．

1 1 ◎ ◎

7522a 物理学ⅡＡ

熱力学における基本概念（温度，熱，状態方程
式，可逆過程，不可逆過程，エントロピー，気
相・液相・固相，気体分子運動論等）と法則（熱
力学の第一法則，熱力学の第二法則）を理解
し，使えるようになる。電磁気学における基本概
念（電場，電位，静電誘導，誘電分極，静電容
量，電束密度等）と法則（ガウスの法則）を理解
し，使えるようになる。

1 1 ◎ ◎

7522b 物理学ⅡＢ

熱力学における基本概念（温度，熱，状態方程
式，可逆過程，不可逆過程，エントロピー，気
相・液相・固相，気体分子運動論等）と法則（熱
力学の第一法則，熱力学の第二法則）を理解
し，使えるようになる。電磁気学における基本概
念（電場，電位，静電誘導，誘電分極，静電容
量，電束密度等）と法則（ガウスの法則）を理解
し，使えるようになる。

1 1 ◎ ◎

75213 物理学実験

実験テーマは与えられているが、それを主体的
に遂行し、実験の進め方を体得する事を目標と
する。 2 ◎ ◎

7531a 化学ⅠＡ
原子の性質を決める電子配置について理解す
る。 1 1 ◎ ○ ◎ ○

7531ｂ 化学ⅠＢ

１．原子同士が結びついて化合物になる際の結
合様式を理解する。
２．いくつかの種類に大別される化合物の種類
ごとの一般的性質を理解する。

1 1 ◎ ○ ◎ ○

7532a 化学ⅡＡ

量子論は高校の化学では扱わない分野であり、
常識的な思考では理解できない基礎的な概念
を含むが、将来的に化学の基礎的な研究分野
をめざす場合に限らず、応用的な研究分野にお
いても必要とする知識であるので、この講義で
量子論の基礎を確実に理解することを目標にす
る。

1 1 ◎ ○ ◎ ○

7532b 化学ⅡＢ

量子論は高校の化学では扱わない分野であり、
常識的な思考では理解できない基礎的な概念
を含むが、将来的に化学の基礎的な研究分野
をめざす場合に限らず、応用的な研究分野にお
いても必要とする知識であるので、この講義で
量子論の基礎を確実に理解することを目標にす
る。

1 1 ◎ ○ ◎ ○

75313 化学実験

・実験課題の基本的な原理を十分理解し，身に
つけること。物質の性質，物質の変化の際の量
的関係，変化の速度などについての知識を習得
する。
・多様な形態を有する試薬の性質を分子レベル
の視点から理解すること。
・化学実験の基本操作，実験の手順，装置や器
具の使用方法や原理を理解すること。
・実験により得られたデータの扱い方と整理の
仕方を身につけ，論理的なレポートの書き方を
習得する。
・実験で生じる廃液や廃棄物の性質を理解し，
適切な処理方法を身に付けることにより，環境
に配慮する心を養う。

1 ◎ ○ ◎ ○

20025 データサイエンス演習

適切なデータ処理方法を理解するために、最低
限必要な情報リテラシーや情報活用方法を身に
付け、コンピュータソフトウェアに関する技術と知
識や報告書の作成方法を演習により修得するこ
とを目標とする。

2 1 ◎ ◎

20015 物質化学概論Ａ
大学で学ぶ目的・目標を明確に持つことができ
ること。 2 1 ○ ◎ ◎

20016 物質化学概論Ｂ
大学で学ぶ目的・目標を明確に持つことができ
ること。 2 1 ○ ◎ ◎

20101
学域ＧＳ言語科目Ⅰ
（理工系英語Ⅰ）

(1) 科学技術分野の基本的な英語知識を取得す
る。
(2) 科学技術英語に関する英語力を向上させ
る。

2 1 ◎ ◎

20102
学域ＧＳ言語科目Ⅱ
（理工系英語Ⅱ）

(1) 科学技術分野の基本的な英語知識を取得す
る。
(2) 科学技術英語に関する英語力を向上させ
る。

2 1 ◎ ◎

学域名

学類名

学類のディプロマ・ポリシー（学位授与方針）

化学の専門知識・技術とともに幅広い教養と豊かな人間性を身につけ，科学・科学技術・文化の発展と充実に貢献できる人材を養成する。下記の各コアプログラムのディプロマ・ポリシーで掲げた人材養成目標への到達を含めて，この学類の人材養成目標に到達した者に学士（理学）もしくは学士（工学）の学位を授与する。
先端化学コアプログラム：物質の化学的性質・構造・反応などに関する基礎的原理や実験技術と合わせて広範な自然科学の素養を習得し、未来の科学を支えるために独自に考える力と自然に対する好奇心を持ち、発見の感動を味わうことに価値を見いだすことができる人材を養成する。この人材養成目標に到達した者に学士（理学）の学位を授与する。
応用化学コアプログラム：応用化学の研究者及び技術者として必要な知識と技術，化学的な思考力・創造力，実際問題への応用能力を修得するとともに，工学倫理や環境に対する責任を自覚し，社会でリーダーシップを発揮できる人材を養成する。加えて，研究を通して得た成果を広く世界に向けて発信し、社会や自然界へ応用する能力を養う。金沢大学<グローバル>スタンダード（KUGS）及び本学類が掲げる人材養成目標を踏まえ，以下に掲げる
学修成果を達成した者に，学士（工学）の学位を授与する。

学類のCP（カリキュラム編成方針） プログラムの学修成果（◎=学修成果を上げるために履修することがとくに強く求められる科目、○=学修成果を上げるために履修することが強く求められる科目、△=学修成果を上げるために履修することが求められる科目）

アドバンストプログラム

先端化学 応用化学

A-１
科学に携わる
研究者•技術者
および教育者
の素養として、
数学、物理学、
化学を中心と
した自然科学
の幅広い基礎
知識を身につ
ける。

B-２
化学の専門的
職業人として
必要な物理化
学、有機化学、
無機化学、分
析化学、放射
化学、生物化
学、錯体化学
の基礎学力と
化学的研究能
力を身につけ
るとともに問題
解決力を養う。

B-３
新しい機能を
もった物質の
創造、効率的
な有機合成反
応と生体分子
の機能の解
明、分析理論
の構築と自然
界の元素循環
の機構の解明
の３分野に対
応した実験や
講義を通して、
物質の性質•構
造•反応など原
子•分子レベル
でおこる諸問
題を解決する
化学的素養を
身につけ、研
究者および教
育者としてさま
ざまな分野で
リーダーとして
活躍できる能
力を養う。

C-４
持続可能な豊
かな社会を創
成する社会的
責任と倫理を
自覚し、自然
科学の社会的
役割の理解と
社会に及ぼす
影響を考え得
る素養を養う。

C-５
研究室の中で
大学院生ととも
に行うゼミナー
ルや課題研究
を通してコミュ
ニケーション能
力とリーダーと
しての資質を
養う。

B-3
応用化学の専
門的職業人と
して必要な物
理化学，有機
化学，無機化
学，分析化学，
高分子化学の
基礎学力とス
キルを身につ
けるとともに化
学的思考力を
養う。

B-4
環境対応型研
究，高度選択
型研究，超分
子創成型研究
の3分野に対
応した実験や
講義を通して，
高度に専門的
な問題に対応
するための応
用化学的セン
スを身につけ，
生涯学び続け
る意欲を養う。

B-5
工業系科目を
通して工学の
基礎知識とセ
ンスを養い，異
分野において
も応用化学の
専門家として
自在に対応で
きる応用力を
身につける。

材料の構造や
機能の本質を
原子・分子レベ
ルで理解し，地
球規模で起こ
る 問題の解決
に役立つ革新
的な機能性マ
テリアルの創
出するための
幅広い知識と
スキルを身に
つける。

A-2
環境に調和し
た未来志向型
化学の創成を
目指す研究
者・技術者とし
ての責任と倫
理を自覚し，地
球的・国際的
視点から自然
科学や工学の
社会的役割の
理解と 社会に
及ぼす影響を
考え得る素養
を養う。

２年生の後期に選択するコアプログラムの科目を履修する上で必須となる基礎知識の修得を目的として，１年生および２
年生の前期には全学生必修の専門基礎科目を編成した。
先端化学コアプログラム：化学の専門的職業人として必要な自然科学の素養として「基礎学力（目標A）」を養う基礎科目
群とともに、現代化学全般を体系的に習得する中で「化学的な研究能力と問題解決力（目標B）」を養う専門科目群を配
置した。また、「情報発信型人材育成（目標C）」を目標として、ゼミナールや課題研究を中心としたプレゼンテーション能
力及び国際コミュニケーション能力を養成する科目群を編成した。
応用化学コアプログラム：科学技術に携わる研究者および技術者に必要な「基礎学力と社会的倫理観（目標A）」を養う
基礎科目群とともに，応用化学の専門的職業人に求められる「化学的スキルと工学的センス（目標B）」の習得を目標と
した専門科目群を配置した。また，社会における実践的能力として「創造的思考力と行動力（目標C）」を養成するため
に，課題探究型の実験・実習やプレゼンテーション能力及び国際コミュニケーション能力を養成する科目群を編成した。
アドバンストプログラム：6つの主題にグループ化された発展的な専門科目群を配置した。プログラムを組み合せて学習
するカリキュラムと，4年生で研究室に所属して取り組む課題研究により，化学に関する最先端の知識と実験技術を身に
つけることができる科目群を編成した。

コアプログラム

太陽電池，バ
イオマス，風
力，環境発電
はもとより 蓄
電池や社会イ
ンフラネット
ワークの社会
基盤を化学の
力を使って変
革する創エネ
ルギー技術に
必要な幅広い
知識とスキル
を身につける。

人体や生態系
への負荷を低
減し，持続可
能な社会の発
展に化学 で貢
献できる知識と
技術を身につ
けるとともに,化
学物質のライ
フサイクルを捉
える思考力と
課題解決能力
を養う。

学類のカリキュラム

2

2

C-6
幅広い産業の
根幹で活躍で
きる人材の養
成を目指して，
グループ研究
や創成実験，
さらに卒業研
究を通して
チームワーク
の重要性を体
感し，コミュニ
ケーション能力
とリーダーとし
ての資質を養
う。

C-7
“エコ化学によ
るモノづくり”の
観点から，特
に，エネル
ギー・環境・モ
ノづくりに関連
した応用化学
の技術的諸問
題に対する解
析能力，問題
解決のための
計画立案・遂
行能力を養う。

C-8
応用化学の専
門的職業人と
して国際的に
通用するため
に必要な語学
能力の基礎と
コンピュータ利
用技術を身に
つける。

新しい機能を
求めて創成さ
れる多種多様
な物質の性質
や反応挙動を
解き明かすた
めの幅広い専
門知識を身に
つけるとともに,
多面的かつ論
理的な思考力
を養う。

天然物・医薬
品など有機化
合物，ナノ構造
体や金属錯体
など無機化合
物，タンパク質
など生体関連
物質の創成と
反応制御法な
ど分子創成に
必要な最先端
の知識と研究
スキルを身に
つける。

生体分子，有
機分子，無機
分子等の様々
な構造の物質
において， 分
子間相互作用
により生じるナ
ノ超分子を自
在に操り，先端
化学・ 応用化
学分野に必要
な知識と研究
スキルを身に
つける。

C-６
国際的に通用
する化学の研
究者•専門的職
業人として必
要な語学能力
の基礎とコン
ピュータ利用
技術を身につ
ける。

A-１
工学に携わる
研究者・技術
者の基本的な
素養として，数
学，物理学，化
学を中心とした
自然科学の基
礎知識を身に
つける。
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様式４－１
理工学域

物質化学類

先端解析化学 分子創成化学
ナノ超分子化

学
創エネルギー

化学

グリーン・
サステイナブ

ル
ケミストリー

マテリアル
サイエンス

科目
番号

授業科目名 学生の学習目標 学年 Q1 Q2 Q3 Q4

学域名

学類名

学類のディプロマ・ポリシー（学位授与方針）

化学の専門知識・技術とともに幅広い教養と豊かな人間性を身につけ，科学・科学技術・文化の発展と充実に貢献できる人材を養成する。下記の各コアプログラムのディプロマ・ポリシーで掲げた人材養成目標への到達を含めて，この学類の人材養成目標に到達した者に学士（理学）もしくは学士（工学）の学位を授与する。
先端化学コアプログラム：物質の化学的性質・構造・反応などに関する基礎的原理や実験技術と合わせて広範な自然科学の素養を習得し、未来の科学を支えるために独自に考える力と自然に対する好奇心を持ち、発見の感動を味わうことに価値を見いだすことができる人材を養成する。この人材養成目標に到達した者に学士（理学）の学位を授与する。
応用化学コアプログラム：応用化学の研究者及び技術者として必要な知識と技術，化学的な思考力・創造力，実際問題への応用能力を修得するとともに，工学倫理や環境に対する責任を自覚し，社会でリーダーシップを発揮できる人材を養成する。加えて，研究を通して得た成果を広く世界に向けて発信し、社会や自然界へ応用する能力を養う。金沢大学<グローバル>スタンダード（KUGS）及び本学類が掲げる人材養成目標を踏まえ，以下に掲げる
学修成果を達成した者に，学士（工学）の学位を授与する。

学類のCP（カリキュラム編成方針） プログラムの学修成果（◎=学修成果を上げるために履修することがとくに強く求められる科目、○=学修成果を上げるために履修することが強く求められる科目、△=学修成果を上げるために履修することが求められる科目）

アドバンストプログラム

先端化学 応用化学

A-１
科学に携わる
研究者•技術者
および教育者
の素養として、
数学、物理学、
化学を中心と
した自然科学
の幅広い基礎
知識を身につ
ける。

B-２
化学の専門的
職業人として
必要な物理化
学、有機化学、
無機化学、分
析化学、放射
化学、生物化
学、錯体化学
の基礎学力と
化学的研究能
力を身につけ
るとともに問題
解決力を養う。

B-３
新しい機能を
もった物質の
創造、効率的
な有機合成反
応と生体分子
の機能の解
明、分析理論
の構築と自然
界の元素循環
の機構の解明
の３分野に対
応した実験や
講義を通して、
物質の性質•構
造•反応など原
子•分子レベル
でおこる諸問
題を解決する
化学的素養を
身につけ、研
究者および教
育者としてさま
ざまな分野で
リーダーとして
活躍できる能
力を養う。

C-４
持続可能な豊
かな社会を創
成する社会的
責任と倫理を
自覚し、自然
科学の社会的
役割の理解と
社会に及ぼす
影響を考え得
る素養を養う。

C-５
研究室の中で
大学院生ととも
に行うゼミナー
ルや課題研究
を通してコミュ
ニケーション能
力とリーダーと
しての資質を
養う。

B-3
応用化学の専
門的職業人と
して必要な物
理化学，有機
化学，無機化
学，分析化学，
高分子化学の
基礎学力とス
キルを身につ
けるとともに化
学的思考力を
養う。

B-4
環境対応型研
究，高度選択
型研究，超分
子創成型研究
の3分野に対
応した実験や
講義を通して，
高度に専門的
な問題に対応
するための応
用化学的セン
スを身につけ，
生涯学び続け
る意欲を養う。

B-5
工業系科目を
通して工学の
基礎知識とセ
ンスを養い，異
分野において
も応用化学の
専門家として
自在に対応で
きる応用力を
身につける。

材料の構造や
機能の本質を
原子・分子レベ
ルで理解し，地
球規模で起こ
る 問題の解決
に役立つ革新
的な機能性マ
テリアルの創
出するための
幅広い知識と
スキルを身に
つける。

A-2
環境に調和し
た未来志向型
化学の創成を
目指す研究
者・技術者とし
ての責任と倫
理を自覚し，地
球的・国際的
視点から自然
科学や工学の
社会的役割の
理解と 社会に
及ぼす影響を
考え得る素養
を養う。

２年生の後期に選択するコアプログラムの科目を履修する上で必須となる基礎知識の修得を目的として，１年生および２
年生の前期には全学生必修の専門基礎科目を編成した。
先端化学コアプログラム：化学の専門的職業人として必要な自然科学の素養として「基礎学力（目標A）」を養う基礎科目
群とともに、現代化学全般を体系的に習得する中で「化学的な研究能力と問題解決力（目標B）」を養う専門科目群を配
置した。また、「情報発信型人材育成（目標C）」を目標として、ゼミナールや課題研究を中心としたプレゼンテーション能
力及び国際コミュニケーション能力を養成する科目群を編成した。
応用化学コアプログラム：科学技術に携わる研究者および技術者に必要な「基礎学力と社会的倫理観（目標A）」を養う
基礎科目群とともに，応用化学の専門的職業人に求められる「化学的スキルと工学的センス（目標B）」の習得を目標と
した専門科目群を配置した。また，社会における実践的能力として「創造的思考力と行動力（目標C）」を養成するため
に，課題探究型の実験・実習やプレゼンテーション能力及び国際コミュニケーション能力を養成する科目群を編成した。
アドバンストプログラム：6つの主題にグループ化された発展的な専門科目群を配置した。プログラムを組み合せて学習
するカリキュラムと，4年生で研究室に所属して取り組む課題研究により，化学に関する最先端の知識と実験技術を身に
つけることができる科目群を編成した。

コアプログラム

太陽電池，バ
イオマス，風
力，環境発電
はもとより 蓄
電池や社会イ
ンフラネット
ワークの社会
基盤を化学の
力を使って変
革する創エネ
ルギー技術に
必要な幅広い
知識とスキル
を身につける。

人体や生態系
への負荷を低
減し，持続可
能な社会の発
展に化学 で貢
献できる知識と
技術を身につ
けるとともに,化
学物質のライ
フサイクルを捉
える思考力と
課題解決能力
を養う。

学類のカリキュラム

C-6
幅広い産業の
根幹で活躍で
きる人材の養
成を目指して，
グループ研究
や創成実験，
さらに卒業研
究を通して
チームワーク
の重要性を体
感し，コミュニ
ケーション能力
とリーダーとし
ての資質を養
う。

C-7
“エコ化学によ
るモノづくり”の
観点から，特
に，エネル
ギー・環境・モ
ノづくりに関連
した応用化学
の技術的諸問
題に対する解
析能力，問題
解決のための
計画立案・遂
行能力を養う。

C-8
応用化学の専
門的職業人と
して国際的に
通用するため
に必要な語学
能力の基礎と
コンピュータ利
用技術を身に
つける。

新しい機能を
求めて創成さ
れる多種多様
な物質の性質
や反応挙動を
解き明かすた
めの幅広い専
門知識を身に
つけるとともに,
多面的かつ論
理的な思考力
を養う。

天然物・医薬
品など有機化
合物，ナノ構造
体や金属錯体
など無機化合
物，タンパク質
など生体関連
物質の創成と
反応制御法な
ど分子創成に
必要な最先端
の知識と研究
スキルを身に
つける。

生体分子，有
機分子，無機
分子等の様々
な構造の物質
において， 分
子間相互作用
により生じるナ
ノ超分子を自
在に操り，先端
化学・ 応用化
学分野に必要
な知識と研究
スキルを身に
つける。

C-６
国際的に通用
する化学の研
究者•専門的職
業人として必
要な語学能力
の基礎とコン
ピュータ利用
技術を身につ
ける。

A-１
工学に携わる
研究者・技術
者の基本的な
素養として，数
学，物理学，化
学を中心とした
自然科学の基
礎知識を身に
つける。

27001 物理化学基礎Ａ

１．気体の性質について物理化学の観点から理
解する。
２．エネルギー保存の考え方である熱力学第一
法則を理解する。

1 1 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

27002 物理化学基礎Ｂ

1. 化学において必要な量子力学の基礎を学
ぶ。
2. 原子の構造における電子の重要性を理解す
る。
3. 原子価結合法や分子軌道法の基礎および実
際の分子への応用例を学ぶ。

1 1 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

27003 有機化学基礎Ａ

１．混成軌道を理解して有機分子の構造と結合
を解釈できるようにすること
２．様々な構造式が記述でき、またそれらから実
際の分子の形をイメージできるようにすること
３．基本的な有機化学反応を反応式で表現で
き、有機電子論的に解釈できるようにすること

1 1 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

27004 有機化学基礎Ｂ

「有機化学基礎A」に基づき，種々の官能基を有
する有機化合物について習得する。特に，アル
ケンおよびアルコールの性質と反応について詳
細に習得する。

1 1 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

27005 有機化学基礎C

「有機化学基礎A, B」に続き，種々の官能基を有
する有機化合物について習得する。特に，芳香
族化合物の性質と反応について詳細に習得す
る。

2 1 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

27006 有機化学基礎D

「有機化学基礎A, B, C」に続き，種々の官能基
を有する有機化合物について習得する。特に，
カルボニル化合物の性質と反応について詳細
に習得する。

2 1 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

27007 無機化学基礎Ａ

1.　無機化学の観点から元素およびその化合物
の構造・結合・機能を学習することを主題とす
る。
2.　電子軌道波動関数の基礎的概念をもとに分
子の形および結合の強さについて理解する。
3.　酸や塩基の強さを決める因子、無機物質の
構造について理解する。

2 1 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

27008 無機化学基礎Ｂ

1.　無機化学の観点から元素およびその化合物
の構造・結合・機能を学習することを主題とす
る。
2.　電子軌道波動関数の基礎的概念をもとに分
子の形および結合の強さについて理解する。
3.　酸や塩基の強さを決める因子、無機物質の
構造について理解する。

2 1 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

27009 化学熱力学Ａ

１．状態方程式により気体の圧力・体積・温度依
存性の計算ができる
２．熱力学第一法則を理解して、系に対する仕
事や内部エネルギーとエンタルピー変化の計算
ができる
３．熱力学第二法則を理解して、相転移に伴うエ
ントロピーとギブスエネルギー変化を計算できる

2 1 ◎ ◎

27010 化学熱力学Ｂ

１．化学ポテンシャルの概念から説明し、相転移
など身の回りの現象について理解を深める
２．純物質や混合物の相図の見方を深め、状態
変化や物質の分離について相図を用いて説明
できる
３．化学平衡を理解し、平衡定数を利用して平
衡移動について考察できる

2 1 ◎ ◎

20026
ケモインフォマティク
ス演習

１．表計算ソフトの基本操作と数値データ処理が
できる。
２．コンピューターを利用して各種数値問題の計
算ができる。

2 1 ◎ ◎

27301 分析化学Ａ

物質を構成する成分（原子,イオン,分子など）と
その量を明らかにすることは化学の基本であ
り，分析化学はその方法(方法論)を探求する学
問である。重量分析や容量分析などの化学分析
法は,現在も基準分析法として重要な位置を占
めており，化学量論的な溶液内反応に基づいて
いる。本講義では化学分析の基礎となっている
酸塩基反応を中心とした溶液内化学平衡を定
量的に理解し，より複雑な分析化学反応への応
用力を身につけることを目指す。

2 1 ◎ ◎ ◎

27302 分析化学Ｂ

物質を構成する成分（原子,イオン,分子など）と
その量を明らかにすることは化学の基本であ
り，分析化学はその方法(方法論)を探求する学
問である。重量分析や容量分析などの化学分析
法は,現在も基準分析法として重要な位置を占
めており，化学量論的な溶液内反応に基づいて
いる。本講義では化学分析のみならず，各種物
質合成の基礎となっている錯形成反応，酸化還
元反応を定量的に理解し，より複雑な分析化学
反応への応用力を身につけることを目指す。

2 1 ◎ ◎ ◎

27303 理論化学Ａ

箱の中の粒子、調和振動子、水素原子などの量
子力学的取扱を学ぶ。 2 1 ◎ ◎ ◎

27304 理論化学Ｂ

箱の中の粒子、調和振動子、水素原子などの量
子力学的取扱を学ぶ。 2 1 ◎ ◎ ◎

27305 生物化学Ａ

生命が利用している様々の物質の構造・性質・
機能を学び、生命科学の分子論的基礎を修得
する。医薬学や生物学分野の弱点である記憶
偏重になりがちな面を排除して生命の原理を分
子論的立場から体系的に理解する。

2 1 ◎ ◎ ◎

27306 生物化学Ｂ

生命が利用している様々の物質の構造・性質・
機能を学び、生命科学の分子論的基礎を修得
する。医薬学や生物学分野の弱点である記憶
偏重になりがちな面を排除して生命の原理を分
子論的立場から体系的に理解する。

2 1 ◎ ◎ ◎

27307 放射化学Ａ

化学に応用される核現象を理解するために原子
核の基礎知識を学習し、核化学･放射化学に関
連する学際的な最新知識に触れ、化学的な見
方を出発点として学際的領域へ視野を広げる。
また、放射線取扱主任者試験合格をめざす。

2 1 ◎ ○ ◎ ◎

27308 放射化学Ｂ

化学に応用される核現象を理解するために原子
核の基礎知識を学習し、核化学･放射化学に関
連する学際的な最新知識に触れ、化学的な見
方を出発点として学際的領域へ視野を広げる。
また、放射線取扱主任者試験合格をめざす。

2 1 ◎ ○ ◎ ◎

27309 錯体化学Ａ

遷移金属錯体が取り得る配位構造についての
知識を修得し，d軌道が関与した配位結合の本
質と金属錯体の反応性についての理解を深め
る。

2 1 ◎ ○ ◎ ◎

27310 錯体化学Ｂ

遷移金属錯体が取り得る配位構造についての
知識を修得し，d軌道が関与した配位結合の本
質と金属錯体の反応性についての理解を深め
る。

2 1 ◎ ○ ◎ ◎

27311 物質化学実験Ａ

1.有機化学実験
有機合成化学実験に必要な基本的知識，操作・
技術，危険物の取り扱い方，簡単な機器分析，
実験報告書の書き方等を習得する。
2.理論化学演習
初等数学を復習し，化学における数学的問題の
解き方を習得する。
3. 化学演習
化学コースにおける基幹科目の講義で学習した
内容の理解をより一層深める

2 ◎ ○

27312 物質化学実験Ｂ

1.無機化学実験
各自が課せられた実験を自ら展開することによ
り，観察，発見を行い実験を成功させることが求
められる。
2.錯体化学実験
錯体合成実験技術の基礎を習得し，自然環境
に配慮して安全に実験できる技術を身につけ
る。また各種測定方法の原理や測定結果の解
析・解釈方法のしかたを学び，得られた結果をも
とに金属錯体の電子状態や物性を理解する。
3.放射化学実験
放射化学関連の授業で学んだ事項について実
験を通じて理解を深め，放射線測定及び放射性
核種の定性・定量分析に関する実験能力を身に
つける。

3 ◎ ○

27313 物質化学実験Ｃ

１）生物化学Ⅰ〜Ⅲで学んだ内容を実験によっ
て学ぶとともに、生物化学で用いる様々の特有
のテクニックを習得する。学生にとってタンパク
質や遺伝子等の生体物質を扱いかたを習得す
る唯一の機会となっているので特に注意喚起し
たい。
２）理論化学Ⅰ〜Ⅲで学んだことがらや熱力学
及び分子構造の基礎について、実験を通じて理
解を深める。
３）分析化学Ⅰ〜Ⅲ等で学んだ内容について、
実験を通じて理解を深める。

3 ◎ ○

27314 分析化学基礎Ａ

1. 分析化学の基礎概念（定性、定量、キャラクタ
リゼーション）を理解すること。
2. 濃度計算や測定数値の取り扱いが正確にで
きること。
3. 分析化学の基礎用語の説明ができること。
4. 溶液内反応を平衡論的に取り扱うことができ
ること。

2 1 ◎ ◎ ◎

3

3

3
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様式４－１
理工学域

物質化学類

先端解析化学 分子創成化学
ナノ超分子化

学
創エネルギー

化学

グリーン・
サステイナブ

ル
ケミストリー

マテリアル
サイエンス

科目
番号

授業科目名 学生の学習目標 学年 Q1 Q2 Q3 Q4

学域名

学類名

学類のディプロマ・ポリシー（学位授与方針）

化学の専門知識・技術とともに幅広い教養と豊かな人間性を身につけ，科学・科学技術・文化の発展と充実に貢献できる人材を養成する。下記の各コアプログラムのディプロマ・ポリシーで掲げた人材養成目標への到達を含めて，この学類の人材養成目標に到達した者に学士（理学）もしくは学士（工学）の学位を授与する。
先端化学コアプログラム：物質の化学的性質・構造・反応などに関する基礎的原理や実験技術と合わせて広範な自然科学の素養を習得し、未来の科学を支えるために独自に考える力と自然に対する好奇心を持ち、発見の感動を味わうことに価値を見いだすことができる人材を養成する。この人材養成目標に到達した者に学士（理学）の学位を授与する。
応用化学コアプログラム：応用化学の研究者及び技術者として必要な知識と技術，化学的な思考力・創造力，実際問題への応用能力を修得するとともに，工学倫理や環境に対する責任を自覚し，社会でリーダーシップを発揮できる人材を養成する。加えて，研究を通して得た成果を広く世界に向けて発信し、社会や自然界へ応用する能力を養う。金沢大学<グローバル>スタンダード（KUGS）及び本学類が掲げる人材養成目標を踏まえ，以下に掲げる
学修成果を達成した者に，学士（工学）の学位を授与する。

学類のCP（カリキュラム編成方針） プログラムの学修成果（◎=学修成果を上げるために履修することがとくに強く求められる科目、○=学修成果を上げるために履修することが強く求められる科目、△=学修成果を上げるために履修することが求められる科目）

アドバンストプログラム

先端化学 応用化学

A-１
科学に携わる
研究者•技術者
および教育者
の素養として、
数学、物理学、
化学を中心と
した自然科学
の幅広い基礎
知識を身につ
ける。

B-２
化学の専門的
職業人として
必要な物理化
学、有機化学、
無機化学、分
析化学、放射
化学、生物化
学、錯体化学
の基礎学力と
化学的研究能
力を身につけ
るとともに問題
解決力を養う。

B-３
新しい機能を
もった物質の
創造、効率的
な有機合成反
応と生体分子
の機能の解
明、分析理論
の構築と自然
界の元素循環
の機構の解明
の３分野に対
応した実験や
講義を通して、
物質の性質•構
造•反応など原
子•分子レベル
でおこる諸問
題を解決する
化学的素養を
身につけ、研
究者および教
育者としてさま
ざまな分野で
リーダーとして
活躍できる能
力を養う。

C-４
持続可能な豊
かな社会を創
成する社会的
責任と倫理を
自覚し、自然
科学の社会的
役割の理解と
社会に及ぼす
影響を考え得
る素養を養う。

C-５
研究室の中で
大学院生ととも
に行うゼミナー
ルや課題研究
を通してコミュ
ニケーション能
力とリーダーと
しての資質を
養う。

B-3
応用化学の専
門的職業人と
して必要な物
理化学，有機
化学，無機化
学，分析化学，
高分子化学の
基礎学力とス
キルを身につ
けるとともに化
学的思考力を
養う。

B-4
環境対応型研
究，高度選択
型研究，超分
子創成型研究
の3分野に対
応した実験や
講義を通して，
高度に専門的
な問題に対応
するための応
用化学的セン
スを身につけ，
生涯学び続け
る意欲を養う。

B-5
工業系科目を
通して工学の
基礎知識とセ
ンスを養い，異
分野において
も応用化学の
専門家として
自在に対応で
きる応用力を
身につける。

材料の構造や
機能の本質を
原子・分子レベ
ルで理解し，地
球規模で起こ
る 問題の解決
に役立つ革新
的な機能性マ
テリアルの創
出するための
幅広い知識と
スキルを身に
つける。

A-2
環境に調和し
た未来志向型
化学の創成を
目指す研究
者・技術者とし
ての責任と倫
理を自覚し，地
球的・国際的
視点から自然
科学や工学の
社会的役割の
理解と 社会に
及ぼす影響を
考え得る素養
を養う。

２年生の後期に選択するコアプログラムの科目を履修する上で必須となる基礎知識の修得を目的として，１年生および２
年生の前期には全学生必修の専門基礎科目を編成した。
先端化学コアプログラム：化学の専門的職業人として必要な自然科学の素養として「基礎学力（目標A）」を養う基礎科目
群とともに、現代化学全般を体系的に習得する中で「化学的な研究能力と問題解決力（目標B）」を養う専門科目群を配
置した。また、「情報発信型人材育成（目標C）」を目標として、ゼミナールや課題研究を中心としたプレゼンテーション能
力及び国際コミュニケーション能力を養成する科目群を編成した。
応用化学コアプログラム：科学技術に携わる研究者および技術者に必要な「基礎学力と社会的倫理観（目標A）」を養う
基礎科目群とともに，応用化学の専門的職業人に求められる「化学的スキルと工学的センス（目標B）」の習得を目標と
した専門科目群を配置した。また，社会における実践的能力として「創造的思考力と行動力（目標C）」を養成するため
に，課題探究型の実験・実習やプレゼンテーション能力及び国際コミュニケーション能力を養成する科目群を編成した。
アドバンストプログラム：6つの主題にグループ化された発展的な専門科目群を配置した。プログラムを組み合せて学習
するカリキュラムと，4年生で研究室に所属して取り組む課題研究により，化学に関する最先端の知識と実験技術を身に
つけることができる科目群を編成した。

コアプログラム

太陽電池，バ
イオマス，風
力，環境発電
はもとより 蓄
電池や社会イ
ンフラネット
ワークの社会
基盤を化学の
力を使って変
革する創エネ
ルギー技術に
必要な幅広い
知識とスキル
を身につける。

人体や生態系
への負荷を低
減し，持続可
能な社会の発
展に化学 で貢
献できる知識と
技術を身につ
けるとともに,化
学物質のライ
フサイクルを捉
える思考力と
課題解決能力
を養う。

学類のカリキュラム

C-6
幅広い産業の
根幹で活躍で
きる人材の養
成を目指して，
グループ研究
や創成実験，
さらに卒業研
究を通して
チームワーク
の重要性を体
感し，コミュニ
ケーション能力
とリーダーとし
ての資質を養
う。

C-7
“エコ化学によ
るモノづくり”の
観点から，特
に，エネル
ギー・環境・モ
ノづくりに関連
した応用化学
の技術的諸問
題に対する解
析能力，問題
解決のための
計画立案・遂
行能力を養う。

C-8
応用化学の専
門的職業人と
して国際的に
通用するため
に必要な語学
能力の基礎と
コンピュータ利
用技術を身に
つける。

新しい機能を
求めて創成さ
れる多種多様
な物質の性質
や反応挙動を
解き明かすた
めの幅広い専
門知識を身に
つけるとともに,
多面的かつ論
理的な思考力
を養う。

天然物・医薬
品など有機化
合物，ナノ構造
体や金属錯体
など無機化合
物，タンパク質
など生体関連
物質の創成と
反応制御法な
ど分子創成に
必要な最先端
の知識と研究
スキルを身に
つける。

生体分子，有
機分子，無機
分子等の様々
な構造の物質
において， 分
子間相互作用
により生じるナ
ノ超分子を自
在に操り，先端
化学・ 応用化
学分野に必要
な知識と研究
スキルを身に
つける。

C-６
国際的に通用
する化学の研
究者•専門的職
業人として必
要な語学能力
の基礎とコン
ピュータ利用
技術を身につ
ける。

A-１
工学に携わる
研究者・技術
者の基本的な
素養として，数
学，物理学，化
学を中心とした
自然科学の基
礎知識を身に
つける。

27315 分析化学基礎Ｂ

1. 分析化学の基礎概念（定性、定量、キャラクタ
リゼーション）を理解すること。
2. 濃度計算や測定数値の取り扱いが正確にで
きること。
3. 分析化学の基礎用語の説明ができること。
4. 溶液内反応を平衡論的に取り扱うことができ
ること。

2 1 ◎ ◎ ◎

27316 有機化学Ａ

１．カルボニル基の構造と反応性に基づき、その
付加・置換反応のしくみが理解できること。
２．カルボニル化合物から誘導されるエノラート
アニオンの基本的な反応が記述できること。
３．カルボン酸及びその誘導体の合成と基本的
な反応が記述できること。
４．アミン類とヘテロ環化合物の合成及びそれら
の反応性が理解できること。

2 1 ◎ ◎ ◎

27317 有機化学Ｂ

１．カルボニル基の構造と反応性に基づき、その
付加・置換反応のしくみが理解できること。
２．カルボニル化合物から誘導されるエノラート
アニオンの基本的な反応が記述できること。
３．カルボン酸及びその誘導体の合成と基本的
な反応が記述できること。
４．アミン類とヘテロ環化合物の合成及びそれら
の反応性が理解できること。

2 1 ◎ ◎ ◎

27318 高分子化学基礎Ａ

1.高分子における主鎖構造と分子量の概念を理
解すること。
2.逐次重合機構と連鎖重合機構を理解するこ
と。
3.重縮合および重付加とその重要なポリマーを
理解すること。
4.付加重合（ラジカル重合、イオン重合、配位重
合）について理解すること。
5.その他の重合反応および高分子反応につい
て理解すること。

2 1 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

27319 高分子化学基礎Ｂ

1.高分子における主鎖構造と分子量の概念を理
解すること。
2.逐次重合機構と連鎖重合機構を理解するこ
と。
3.重縮合および重付加とその重要なポリマーを
理解すること。
4.付加重合（ラジカル重合、イオン重合、配位重
合）について理解すること。
5.その他の重合反応および高分子反応につい
て理解すること。

2 1 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

27320 応用化学基礎実験

1.化学実験の基本的操作ができること。
2.実験，調査等で得られた結果をまとめ考察を
行い，わかりやすいレポ－トを作成できること。
3.実験課題に対して主体的に取り組み，自ら問
題点を発見し，その解決法を探ることができるこ
と。

2 ◎

27321
課題探究ゼミナール
Ａ

1. 今後の講義実験科目において必要となる化
学ソフトウェアの利用法について習得する。
2. 薬品管理等、安全に関する知識を理解する。
3. 図書館やインターネット等を有効に利用して
調査ができる。
4. グループワークにおいて主体的に課題の提
案、計画ができる。
5. 調査内容を効果的に説明する能力を身につ
ける。

2 ◎

27322 無機化学実験Ａ
原子・分子スケール現象を物理化学的な基礎理
論で解明する手法を実験を通して習得する。 3 ◎

27323 無機化学実験Ｂ

無機化合物の取り扱い及び測定実験を通して，
無機化学，電気化学の専門基礎となる考え方，
及び基本的な実験操作を学ぶ．
さらに，自主的に物事を考えること，講義等で学
んだ知識を実験に生かすことを通じて，積極的
かつ論理的な研究姿勢を身につける．

3 ◎

27324 無機化学実験C

1.実験を通して自主的な物事の考え方や積極的
な研究姿勢を養うこと。
2.実験器具，分析機器，薬品の取り扱いに習熟
すること。
3.分析化学における基本的な実験操作を体得
すること。
4.濃度計算や測定数値の取り扱いが正確にでき
ること。

3 ◎

27325
課題探究ゼミナール
Ｂ

・主体的に課題の提案、計画ができること。
・質問の意味を正確に理解し、的確な答えがで
きること。
・結果報告を効果的に説明する能力を身につけ
ること。

3 ◎ ◎

27326 有機化学実験Ａ

１．典型的な高分子合成法を学ぶ。
２．適切かつ積極的に実験を遂行できること。
３．結果報告を効果的に説明する能力を身につ
けること。
４．結果を論理的に考察する力を身につけるこ
と。

3 ◎

27327 有機化学実験Ｂ

1.試薬類の物性などを理解し，基本的な取り扱
いが出来ること
2.実験の手順を理解し，安全，確実かつ効率の
よい操作が出来ること
3.実験操作や反応のメカニズムが説明でき，そ
の他の有機反応にも応用出来ること
4.多くの人によく判り，普遍性のある報告・発表
が出来ること

3 ◎

27328 有機化学実験C

①実験や講義を通して、高度に専門的な問題に
対応するための応用化学的センスを身につけ、
生涯学び続ける意欲を養います。（目標B４）
②幅広い産業の根幹で活躍できる人材の養成
を目指して、グループ研究や創成実験、さらに
卒業研究を通してチームワークの重要性を体感
し、コミュニケーション能力とリーダーとしての資
質を養います。（目標C６）
より具体的には以下を目標とする。
１．文献調査の基本的手順をマスターすること。
２．与えられた未知試料のスペクトル測定技術，
及びスペクトルの解析法をマスターすること。
３．基礎実験課題について，計画，実験，報告の
各過程を習得し，理解できること。
４．実験試薬・廃棄物の取り扱いにも習熟するこ
と。

3 ◎

27329
課題探究ゼミナール
Ｃ

１．図書館やインターネット等を有効に利用して
調査ができること。
２．主体的に課題の提案、計画ができること。
３．立案した計画に従い、適切かつ積極的に実
験を遂行できること。
４．結果報告を効果的に説明する能力を身につ
けること。
５．質問の意味を正確に理解し、的確な答えが
できること。

3 ◎ ◎

27330 微分方程式及び演習

1. 微分方程式及びその解についての基本概念
を理解すること。
2. 求積法によって簡単な方程式を解けること。
3. 線形微分方程式の基本的な性質を理解する
こと。
4. 定係数線形微分方程式の解法を習得するこ
と。

2 ◎

27331
ベクトル解析及び演
習

1. ベクトルの内積と外積およびその幾何学的意
味が理解できる。
2. 勾配，発散，回転を求めることができ，これら
の基本的な性質を理解する。
3. 曲線や曲面をパラメータ表示し，図形との対
応関係が把握できる。
4. 線積分，面積分の定義と性質を習得し計算が
できようになる。
5. 発散定理，ストークスの定理を理解し利用す
ることができるようになる。

2 ○ ◎

27332
フーリエ解析及び演
習

1.フーリエ級数，フーリエ変換の基本性質を理解
すること
2.ラプラス変換，逆ラプラス変換の基本性質を理
解すること
3.ラプラス変換を利用して微分方程式の初期値
問題や境界値問題を解けるようにすること

2 ○ ◎

27333 複素解析及び演習
実定積分の計算に留数を応用することによっ
て、複素関数の自然さを学ぶ。 2 ◎

27334 応用力学Ａ

1. ベクトルの合成と分解、ベクトル間の積を正
確に記述できる。
2. 相対運動の記述の仕方、多粒子系から剛体
への移行の方法について説明できる。
3. 回転運動の方程式を正しくとり扱うことができ
る。
4. ひずみと応力の関係を正確に説明できる。
5. パスカルの原理、ベルヌーイの定理について
説明できる。

3 1 ◎

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

2

2
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様式４－１
理工学域

物質化学類

先端解析化学 分子創成化学
ナノ超分子化

学
創エネルギー

化学

グリーン・
サステイナブ

ル
ケミストリー

マテリアル
サイエンス

科目
番号

授業科目名 学生の学習目標 学年 Q1 Q2 Q3 Q4

学域名

学類名

学類のディプロマ・ポリシー（学位授与方針）

化学の専門知識・技術とともに幅広い教養と豊かな人間性を身につけ，科学・科学技術・文化の発展と充実に貢献できる人材を養成する。下記の各コアプログラムのディプロマ・ポリシーで掲げた人材養成目標への到達を含めて，この学類の人材養成目標に到達した者に学士（理学）もしくは学士（工学）の学位を授与する。
先端化学コアプログラム：物質の化学的性質・構造・反応などに関する基礎的原理や実験技術と合わせて広範な自然科学の素養を習得し、未来の科学を支えるために独自に考える力と自然に対する好奇心を持ち、発見の感動を味わうことに価値を見いだすことができる人材を養成する。この人材養成目標に到達した者に学士（理学）の学位を授与する。
応用化学コアプログラム：応用化学の研究者及び技術者として必要な知識と技術，化学的な思考力・創造力，実際問題への応用能力を修得するとともに，工学倫理や環境に対する責任を自覚し，社会でリーダーシップを発揮できる人材を養成する。加えて，研究を通して得た成果を広く世界に向けて発信し、社会や自然界へ応用する能力を養う。金沢大学<グローバル>スタンダード（KUGS）及び本学類が掲げる人材養成目標を踏まえ，以下に掲げる
学修成果を達成した者に，学士（工学）の学位を授与する。

学類のCP（カリキュラム編成方針） プログラムの学修成果（◎=学修成果を上げるために履修することがとくに強く求められる科目、○=学修成果を上げるために履修することが強く求められる科目、△=学修成果を上げるために履修することが求められる科目）

アドバンストプログラム

先端化学 応用化学

A-１
科学に携わる
研究者•技術者
および教育者
の素養として、
数学、物理学、
化学を中心と
した自然科学
の幅広い基礎
知識を身につ
ける。

B-２
化学の専門的
職業人として
必要な物理化
学、有機化学、
無機化学、分
析化学、放射
化学、生物化
学、錯体化学
の基礎学力と
化学的研究能
力を身につけ
るとともに問題
解決力を養う。

B-３
新しい機能を
もった物質の
創造、効率的
な有機合成反
応と生体分子
の機能の解
明、分析理論
の構築と自然
界の元素循環
の機構の解明
の３分野に対
応した実験や
講義を通して、
物質の性質•構
造•反応など原
子•分子レベル
でおこる諸問
題を解決する
化学的素養を
身につけ、研
究者および教
育者としてさま
ざまな分野で
リーダーとして
活躍できる能
力を養う。

C-４
持続可能な豊
かな社会を創
成する社会的
責任と倫理を
自覚し、自然
科学の社会的
役割の理解と
社会に及ぼす
影響を考え得
る素養を養う。

C-５
研究室の中で
大学院生ととも
に行うゼミナー
ルや課題研究
を通してコミュ
ニケーション能
力とリーダーと
しての資質を
養う。

B-3
応用化学の専
門的職業人と
して必要な物
理化学，有機
化学，無機化
学，分析化学，
高分子化学の
基礎学力とス
キルを身につ
けるとともに化
学的思考力を
養う。

B-4
環境対応型研
究，高度選択
型研究，超分
子創成型研究
の3分野に対
応した実験や
講義を通して，
高度に専門的
な問題に対応
するための応
用化学的セン
スを身につけ，
生涯学び続け
る意欲を養う。

B-5
工業系科目を
通して工学の
基礎知識とセ
ンスを養い，異
分野において
も応用化学の
専門家として
自在に対応で
きる応用力を
身につける。

材料の構造や
機能の本質を
原子・分子レベ
ルで理解し，地
球規模で起こ
る 問題の解決
に役立つ革新
的な機能性マ
テリアルの創
出するための
幅広い知識と
スキルを身に
つける。

A-2
環境に調和し
た未来志向型
化学の創成を
目指す研究
者・技術者とし
ての責任と倫
理を自覚し，地
球的・国際的
視点から自然
科学や工学の
社会的役割の
理解と 社会に
及ぼす影響を
考え得る素養
を養う。

２年生の後期に選択するコアプログラムの科目を履修する上で必須となる基礎知識の修得を目的として，１年生および２
年生の前期には全学生必修の専門基礎科目を編成した。
先端化学コアプログラム：化学の専門的職業人として必要な自然科学の素養として「基礎学力（目標A）」を養う基礎科目
群とともに、現代化学全般を体系的に習得する中で「化学的な研究能力と問題解決力（目標B）」を養う専門科目群を配
置した。また、「情報発信型人材育成（目標C）」を目標として、ゼミナールや課題研究を中心としたプレゼンテーション能
力及び国際コミュニケーション能力を養成する科目群を編成した。
応用化学コアプログラム：科学技術に携わる研究者および技術者に必要な「基礎学力と社会的倫理観（目標A）」を養う
基礎科目群とともに，応用化学の専門的職業人に求められる「化学的スキルと工学的センス（目標B）」の習得を目標と
した専門科目群を配置した。また，社会における実践的能力として「創造的思考力と行動力（目標C）」を養成するため
に，課題探究型の実験・実習やプレゼンテーション能力及び国際コミュニケーション能力を養成する科目群を編成した。
アドバンストプログラム：6つの主題にグループ化された発展的な専門科目群を配置した。プログラムを組み合せて学習
するカリキュラムと，4年生で研究室に所属して取り組む課題研究により，化学に関する最先端の知識と実験技術を身に
つけることができる科目群を編成した。

コアプログラム

太陽電池，バ
イオマス，風
力，環境発電
はもとより 蓄
電池や社会イ
ンフラネット
ワークの社会
基盤を化学の
力を使って変
革する創エネ
ルギー技術に
必要な幅広い
知識とスキル
を身につける。

人体や生態系
への負荷を低
減し，持続可
能な社会の発
展に化学 で貢
献できる知識と
技術を身につ
けるとともに,化
学物質のライ
フサイクルを捉
える思考力と
課題解決能力
を養う。

学類のカリキュラム

C-6
幅広い産業の
根幹で活躍で
きる人材の養
成を目指して，
グループ研究
や創成実験，
さらに卒業研
究を通して
チームワーク
の重要性を体
感し，コミュニ
ケーション能力
とリーダーとし
ての資質を養
う。

C-7
“エコ化学によ
るモノづくり”の
観点から，特
に，エネル
ギー・環境・モ
ノづくりに関連
した応用化学
の技術的諸問
題に対する解
析能力，問題
解決のための
計画立案・遂
行能力を養う。

C-8
応用化学の専
門的職業人と
して国際的に
通用するため
に必要な語学
能力の基礎と
コンピュータ利
用技術を身に
つける。

新しい機能を
求めて創成さ
れる多種多様
な物質の性質
や反応挙動を
解き明かすた
めの幅広い専
門知識を身に
つけるとともに,
多面的かつ論
理的な思考力
を養う。

天然物・医薬
品など有機化
合物，ナノ構造
体や金属錯体
など無機化合
物，タンパク質
など生体関連
物質の創成と
反応制御法な
ど分子創成に
必要な最先端
の知識と研究
スキルを身に
つける。

生体分子，有
機分子，無機
分子等の様々
な構造の物質
において， 分
子間相互作用
により生じるナ
ノ超分子を自
在に操り，先端
化学・ 応用化
学分野に必要
な知識と研究
スキルを身に
つける。

C-６
国際的に通用
する化学の研
究者•専門的職
業人として必
要な語学能力
の基礎とコン
ピュータ利用
技術を身につ
ける。

A-１
工学に携わる
研究者・技術
者の基本的な
素養として，数
学，物理学，化
学を中心とした
自然科学の基
礎知識を身に
つける。

27335 応用力学Ｂ

1. ベクトルの合成と分解、ベクトル間の積を正
確に記述できる。
2. 相対運動の記述の仕方、多粒子系から剛体
への移行の方法について説明できる。
3. 回転運動の方程式を正しくとり扱うことができ
る。
4. ひずみと応力の関係を正確に説明できる。
5. パスカルの原理、ベルヌーイの定理について
説明できる。

3 1 ◎

27336 量子物理学Ａ

1. 波動関数の状態確率と統計学の確率の関係
について説明できる。
2. 不確定性原理について概説できる。
3. 変数分離法によってシュレーディンガー方程
式を解く方法について概説できる。
4. 物理量演算子の固有値問題の計算方法につ
いて説明できる。
5. スピンおよびそれを使った計算について説明
できる。

2 1 ○ ◎

27337 量子物理学Ｂ

1. 波動関数の状態確率と統計学の確率の関係
について説明できる。
2. 不確定性原理について概説できる。
3. 変数分離法によってシュレーディンガー方程
式を解く方法について概説できる。
4. 物理量演算子の固有値問題の計算方法につ
いて説明できる。
5. スピンおよびそれを使った計算について説明
できる。

2 1 ○ ◎

27338 化学工学量論Ａ

物質収支、エネルギー収支の考え方を理解し、
様々な化学プロセスにこれらを適用して物質・エ
ネルギーの流れを把握し、あたらな化学プラント
の設計を提案できる。

2 1 ○ ◎

27339 化学工学量論Ｂ

物質収支、エネルギー収支の考え方を理解し、
様々な化学プロセスにこれらを適用して物質・エ
ネルギーの流れを把握し、あたらな化学プラント
の設計を提案できる。

2 1 ○ ◎

27340 移動現象論基礎Ａ

移動現象論の基礎を習得するために、重要な式
の導出過程や基本的な演習問題が解けるよう
になることを目標としてほしい。具体的には、円
管流れの速度分布の式、レイノルズ数の計算、
断熱壁の熱伝導率などについて式の成り立ちか
ら数値を使った演習までできるようになってほし
い。

2 1 ◎

27341 移動現象論基礎Ｂ

移動現象論の基礎を習得するために、重要な式
の導出過程や基本的な演習問題が解けるよう
になることを目標としてほしい。具体的には、円
管流れの速度分布の式、レイノルズ数の計算、
断熱壁の熱伝導率などについて式の成り立ちか
ら数値を使った演習までできるようになってほし
い。

2 1 ◎

27342 単位操作基礎Ａ

１．化学プロセスの構成と各種単位操作の概要
を理解する。
２．物質分離の原理と方法を理解する。
３．気液平衡を理解し，蒸留塔の簡単な設計が
できる。
４．ガス溶解度と溶解平衡を理解し，吸収塔の
簡単な設計ができる。
５．吸着平衡と吸着速度を理解し，簡単な吸着
操作の設計ができる。
６．反応工学の基礎を理解し，回分反応器や連
続反応器の簡単な設計ができる。

2 1 ◎

27343 単位操作基礎Ｂ

１．化学プロセスの構成と各種単位操作の概要
を理解する。
２．物質分離の原理と方法を理解する。
３．気液平衡を理解し，蒸留塔の簡単な設計が
できる。
４．ガス溶解度と溶解平衡を理解し，吸収塔の
簡単な設計ができる。
５．吸着平衡と吸着速度を理解し，簡単な吸着
操作の設計ができる。
６．反応工学の基礎を理解し，回分反応器や連
続反応器の簡単な設計ができる。

2 1 ◎

27344 安全化学

安全な環境，および化学物質，試薬の取扱い等
に関する法律および規則の概略を学ぶ。
化学物質に関する性質および安全な取扱い方
等の具体的例について学ぶ。

2 1 ○ ◎

27345 安全工学Ａ

1. 危険性の高い化学物質を判別し、どのような
危険性を持つか認識できること。
2. 化学物質の安全な貯蔵と取扱いのための知
識を習得すること。
3. 化学物質による災害を防ぐための知識の習
得し、防災を実践すること。
4. 事故が発生した時に適切な対応を取るため
の知識を習得すること。

3 1 ◎ ◎

27346 安全工学Ｂ

1. 危険性の高い化学物質を判別し、どのような
危険性を持つか認識できること。
2. 化学物質の安全な貯蔵と取扱いのための知
識を習得すること。
3. 化学物質による災害を防ぐための知識の習
得し、防災を実践すること。
4. 事故が発生した時に適切な対応を取るため
の知識を習得すること。

3 1 ◎ ◎

27347 化学英語Ａ※

リスニングのスキルの向上および英文法の正し
い理解を基に，自分の考えを英語で表現できる
ようになる。

3 ◎ ◎

27348 化学英語Ｂ※

リスニングのスキルの向上および英文法の正し
い理解を基に，自分の考えを英語で表現できる
ようになる。

3 ◎ ◎

27349
工学における倫理と
法

工学技術が社会とどのように係っているのかを
学習する。技術者として，将来の各自の社会的
責任について考えてみる。特許法や製造物責任
法など工学技術に関連する法律の基本を学習
する。多くの災害事例を学習する。

4 ○

27350 物質化学特別講義

先進的な化学研究における目的，方法，結果に
ついて理解し，さらにそれより導かれる結論につ
いて考察する。講義された内容について，その
意義や問題点を議論・討論し，その中で新たな
課題の発掘や問題の解決の着想を得て自身の
専門の研究に活かす。

随時 ◎ ○ ○

47301 有機反応機構Ａ

１　有機分子を見る目を養う
２　はじめて見る有機反応の合理的な反応機構
を，自ら書けるようにする
３　反応生成物が合成中間体として，どのような
意味があるのかを理解する

2 1 ◎ ○ ◎ ◎

47302 有機反応機構Ｂ

１　有機分子を見る目を養う
２　はじめて見る有機反応の合理的な反応機構
を，自ら書けるようにする
３　反応生成物が合成中間体として，どのような
意味があるのかを理解する

2 1 ◎ ○ ◎ ◎

47303 無機化学Ａ

１． 無機化合物や金属錯体における酸と塩基の
定義を理解する。
２． 化合物の酸化還元と熱力学的な意味を知
る。
３． 無機化合物の組成と形について理解する。
４． 生活と密着している化合物について知見を
広げる

2 1 ◎ ○ ◎ ◎

47304 無機化学Ｂ

１． 無機化合物や金属錯体における酸と塩基の
定義を理解する。
２． 化合物の酸化還元と熱力学的な意味を知
る。
３． 無機化合物の組成と形について理解する。
４． 生活と密着している化合物について知見を
広げる

2 1 ◎ ○ ◎ ◎

47305 量子化学Ａ

スピンの性質、電子のフェルミ粒子としての取
扱、近似法（摂動法、変分法）を学ぶ。また、スピ
ン角運動量と軌道角運動量による電子状態の
分類について学ぶ。さらに、分子軌道理論の基
礎を理解する。

3 1 ◎ ◎ ◎

47306 量子化学Ｂ

スピンの性質、電子のフェルミ粒子としての取
扱、近似法（摂動法、変分法）を学ぶ。また、スピ
ン角運動量と軌道角運動量による電子状態の
分類について学ぶ。さらに、分子軌道理論の基
礎を理解する。

3 1 ◎ ◎ ◎

47307 分離分析化学Ａ

物質を構成する成分（原子,イオン,分子など）と
その量を明らかにするためには，混合物から目
的の成分のみを分離・精製することが必須であ
る。化学分離では，沈殿，抽出，イオン交換など
の化学分離法では，水相と固相あるいは有機相
間の物質の分配や吸着，及び各相内の酸塩
基，錯形成，酸化還元反応などの化学平衡が組
み合わされている。本講義では沈殿生成と難溶
性塩の溶解平衡，液液分配平衡に基づく化学分
離法のしくみを理解し，実際の化学分析に適用
できる応用力を身につけることを目指す。

3 1 ◎ ○ ◎ ◎

1

1

2

1
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様式４－１
理工学域

物質化学類

先端解析化学 分子創成化学
ナノ超分子化

学
創エネルギー

化学

グリーン・
サステイナブ

ル
ケミストリー

マテリアル
サイエンス

科目
番号

授業科目名 学生の学習目標 学年 Q1 Q2 Q3 Q4

学域名

学類名

学類のディプロマ・ポリシー（学位授与方針）

化学の専門知識・技術とともに幅広い教養と豊かな人間性を身につけ，科学・科学技術・文化の発展と充実に貢献できる人材を養成する。下記の各コアプログラムのディプロマ・ポリシーで掲げた人材養成目標への到達を含めて，この学類の人材養成目標に到達した者に学士（理学）もしくは学士（工学）の学位を授与する。
先端化学コアプログラム：物質の化学的性質・構造・反応などに関する基礎的原理や実験技術と合わせて広範な自然科学の素養を習得し、未来の科学を支えるために独自に考える力と自然に対する好奇心を持ち、発見の感動を味わうことに価値を見いだすことができる人材を養成する。この人材養成目標に到達した者に学士（理学）の学位を授与する。
応用化学コアプログラム：応用化学の研究者及び技術者として必要な知識と技術，化学的な思考力・創造力，実際問題への応用能力を修得するとともに，工学倫理や環境に対する責任を自覚し，社会でリーダーシップを発揮できる人材を養成する。加えて，研究を通して得た成果を広く世界に向けて発信し、社会や自然界へ応用する能力を養う。金沢大学<グローバル>スタンダード（KUGS）及び本学類が掲げる人材養成目標を踏まえ，以下に掲げる
学修成果を達成した者に，学士（工学）の学位を授与する。

学類のCP（カリキュラム編成方針） プログラムの学修成果（◎=学修成果を上げるために履修することがとくに強く求められる科目、○=学修成果を上げるために履修することが強く求められる科目、△=学修成果を上げるために履修することが求められる科目）

アドバンストプログラム

先端化学 応用化学

A-１
科学に携わる
研究者•技術者
および教育者
の素養として、
数学、物理学、
化学を中心と
した自然科学
の幅広い基礎
知識を身につ
ける。

B-２
化学の専門的
職業人として
必要な物理化
学、有機化学、
無機化学、分
析化学、放射
化学、生物化
学、錯体化学
の基礎学力と
化学的研究能
力を身につけ
るとともに問題
解決力を養う。

B-３
新しい機能を
もった物質の
創造、効率的
な有機合成反
応と生体分子
の機能の解
明、分析理論
の構築と自然
界の元素循環
の機構の解明
の３分野に対
応した実験や
講義を通して、
物質の性質•構
造•反応など原
子•分子レベル
でおこる諸問
題を解決する
化学的素養を
身につけ、研
究者および教
育者としてさま
ざまな分野で
リーダーとして
活躍できる能
力を養う。

C-４
持続可能な豊
かな社会を創
成する社会的
責任と倫理を
自覚し、自然
科学の社会的
役割の理解と
社会に及ぼす
影響を考え得
る素養を養う。

C-５
研究室の中で
大学院生ととも
に行うゼミナー
ルや課題研究
を通してコミュ
ニケーション能
力とリーダーと
しての資質を
養う。

B-3
応用化学の専
門的職業人と
して必要な物
理化学，有機
化学，無機化
学，分析化学，
高分子化学の
基礎学力とス
キルを身につ
けるとともに化
学的思考力を
養う。

B-4
環境対応型研
究，高度選択
型研究，超分
子創成型研究
の3分野に対
応した実験や
講義を通して，
高度に専門的
な問題に対応
するための応
用化学的セン
スを身につけ，
生涯学び続け
る意欲を養う。

B-5
工業系科目を
通して工学の
基礎知識とセ
ンスを養い，異
分野において
も応用化学の
専門家として
自在に対応で
きる応用力を
身につける。

材料の構造や
機能の本質を
原子・分子レベ
ルで理解し，地
球規模で起こ
る 問題の解決
に役立つ革新
的な機能性マ
テリアルの創
出するための
幅広い知識と
スキルを身に
つける。

A-2
環境に調和し
た未来志向型
化学の創成を
目指す研究
者・技術者とし
ての責任と倫
理を自覚し，地
球的・国際的
視点から自然
科学や工学の
社会的役割の
理解と 社会に
及ぼす影響を
考え得る素養
を養う。

２年生の後期に選択するコアプログラムの科目を履修する上で必須となる基礎知識の修得を目的として，１年生および２
年生の前期には全学生必修の専門基礎科目を編成した。
先端化学コアプログラム：化学の専門的職業人として必要な自然科学の素養として「基礎学力（目標A）」を養う基礎科目
群とともに、現代化学全般を体系的に習得する中で「化学的な研究能力と問題解決力（目標B）」を養う専門科目群を配
置した。また、「情報発信型人材育成（目標C）」を目標として、ゼミナールや課題研究を中心としたプレゼンテーション能
力及び国際コミュニケーション能力を養成する科目群を編成した。
応用化学コアプログラム：科学技術に携わる研究者および技術者に必要な「基礎学力と社会的倫理観（目標A）」を養う
基礎科目群とともに，応用化学の専門的職業人に求められる「化学的スキルと工学的センス（目標B）」の習得を目標と
した専門科目群を配置した。また，社会における実践的能力として「創造的思考力と行動力（目標C）」を養成するため
に，課題探究型の実験・実習やプレゼンテーション能力及び国際コミュニケーション能力を養成する科目群を編成した。
アドバンストプログラム：6つの主題にグループ化された発展的な専門科目群を配置した。プログラムを組み合せて学習
するカリキュラムと，4年生で研究室に所属して取り組む課題研究により，化学に関する最先端の知識と実験技術を身に
つけることができる科目群を編成した。

コアプログラム

太陽電池，バ
イオマス，風
力，環境発電
はもとより 蓄
電池や社会イ
ンフラネット
ワークの社会
基盤を化学の
力を使って変
革する創エネ
ルギー技術に
必要な幅広い
知識とスキル
を身につける。

人体や生態系
への負荷を低
減し，持続可
能な社会の発
展に化学 で貢
献できる知識と
技術を身につ
けるとともに,化
学物質のライ
フサイクルを捉
える思考力と
課題解決能力
を養う。

学類のカリキュラム

C-6
幅広い産業の
根幹で活躍で
きる人材の養
成を目指して，
グループ研究
や創成実験，
さらに卒業研
究を通して
チームワーク
の重要性を体
感し，コミュニ
ケーション能力
とリーダーとし
ての資質を養
う。

C-7
“エコ化学によ
るモノづくり”の
観点から，特
に，エネル
ギー・環境・モ
ノづくりに関連
した応用化学
の技術的諸問
題に対する解
析能力，問題
解決のための
計画立案・遂
行能力を養う。

C-8
応用化学の専
門的職業人と
して国際的に
通用するため
に必要な語学
能力の基礎と
コンピュータ利
用技術を身に
つける。

新しい機能を
求めて創成さ
れる多種多様
な物質の性質
や反応挙動を
解き明かすた
めの幅広い専
門知識を身に
つけるとともに,
多面的かつ論
理的な思考力
を養う。

天然物・医薬
品など有機化
合物，ナノ構造
体や金属錯体
など無機化合
物，タンパク質
など生体関連
物質の創成と
反応制御法な
ど分子創成に
必要な最先端
の知識と研究
スキルを身に
つける。

生体分子，有
機分子，無機
分子等の様々
な構造の物質
において， 分
子間相互作用
により生じるナ
ノ超分子を自
在に操り，先端
化学・ 応用化
学分野に必要
な知識と研究
スキルを身に
つける。

C-６
国際的に通用
する化学の研
究者•専門的職
業人として必
要な語学能力
の基礎とコン
ピュータ利用
技術を身につ
ける。

A-１
工学に携わる
研究者・技術
者の基本的な
素養として，数
学，物理学，化
学を中心とした
自然科学の基
礎知識を身に
つける。

47308 分離分析化学Ｂ

物質を構成する成分（原子,イオン,分子など）と
その量を明らかにするためには，混合物から目
的の成分のみを分離・精製することが必須であ
る。化学分離では，沈殿，抽出，イオン交換など
の化学分離法では，水相と固相あるいは有機相
間の物質の分配や吸着，及び各相内の酸塩
基，錯形成，酸化還元反応などの化学平衡が組
み合わされている。本講義では様々な溶液内化
学反応を伴う液液分配平衡や吸着に基づく分離
化学の機構を理解し，実際の分離分析に適用で
きる応用力を身につけることを目指す。

3 1 ◎ ○ ◎ ◎

47309 酵素・代謝化学Ａ

生体物質の代謝（分解・合成）の詳細と仕組み
を学ぶ。この科目が扱う部分は医薬分野では知
識の羅列となり，記憶だけに頼りがちになる傾
向があるが，物質の原理や知識の体系的に理
解することを特に重要視し，化学ベースであるこ
とのメリットを引き出す。

3 1 ◎ ○ ◎ ◎

47310 酵素・代謝化学Ｂ

生体物質の代謝（分解・合成）の詳細と仕組み
を学ぶ。この科目が扱う部分は医薬分野では知
識の羅列となり，記憶だけに頼りがちになる傾
向があるが，物質の原理や知識の体系的に理
解することを特に重要視し，化学ベースであるこ
とのメリットを引き出す。

3 1 ◎ ○ ◎ ◎

47311 放射化学Ｃ

１）放射線と物質との様々な相互作用を学び、各
種放射線の性質を理解する。
２）放射線検出器の動作原理を理解する。 3 1 ◎ ◎ ◎

47312 放射化学Ｄ

１）人工放射性核種を製造するための大型装置
（原子炉、加速器）のしくみと動作原理を理解す
る。
２）放射性核種を用いた元素分析法をはじめとし
て，放射線や放射性核種の有用性の理解を深
める。

3 1 ◎ ◎ ◎

47313 機器分析化学Ａ

分析機器の進歩によって，様々な試料に含まれ
る超微量成分の高感度な化学分析が比較的容
易に行われるようになってきた。機器分析では，
使用する分析法の原理と特徴を理解することに
よってはじめて信頼性の高い分析値を求めるこ
とができ，分析結果の評価が可能となる。本講
義では，電気化学に基づく機器分析法を中心に
取り扱い，測定原理や特徴，応用方法について
理解することを目指す。

3 1 ◎ ○ ◎ ◎

47314 機器分析化学Ｂ

分析機器の進歩によって，様々な試料に含まれ
る超微量成分の高感度な化学分析が比較的容
易に行われるようになってきた。機器分析では，
使用する分析法の原理と特徴を理解することに
よってはじめて信頼性の高い分析値を求めるこ
とができ，分析結果の評価が可能となる。本講
義では，電磁波と物質の相互作用に基づく分光
分析法を中心に取り扱い，測定原理や特徴，応
用方法について理解することを目指す。

3 1 ◎ ○ ◎ ◎

47315 錯体物性化学Ａ

様々な金属錯体の構造や性質の違いを族ごと
に整理して理解する。また，それらの構造，分光
特性，磁性，酸化還元挙動，反応性等を，結晶
場理論や配位子場理論の知識をもとに考察でき
るようになる。

3 1 ◎ ○ ◎ ◎

47316 錯体物性化学Ｂ

様々な金属錯体の構造や性質の違いを族ごと
に整理して理解する。また，それらの構造，分光
特性，磁性，酸化還元挙動，反応性等を，結晶
場理論や配位子場理論の知識をもとに考察でき
るようになる。

3 1 ◎ ○ ◎ ◎

47317 量子化学Ｃ

分子軌道法を用いて分子の電子状態および反
応性を量子化学計算から理解する。 3 1 ◎ ○ ◎ ◎

47318 量子化学Ｄ

分子軌道法を用いて分子の電子状態および反
応性を量子化学計算から理解する。 3 1 ◎ ○ ◎ ◎

47319 生物有機化学Ａ

１　有機分子を見る目を養う
２　はじめて見る有機反応の合理的な反応機構
を，自ら書けるようにする
３　生化学的反応を有機化学の視点から理解す
る

3 1 ◎ ○ ◎

47320 生物有機化学Ｂ

１　有機分子を見る目を養う
２　はじめて見る有機反応の合理的な反応機構
を，自ら書けるようにする
３　生化学的反応を有機化学の視点から理解す
る

3 1 ◎ ○ ◎

47321 分子遺伝学A

核酸の構造とゲノムの構造について理解し説明
できる
DNAの複製と修復，組換えについて理解し説明
できる
DNAのRNAへの転写及び転写制御機構につい
て理解し説明できる
遺伝情報の翻訳機構について理解し説明できる

3 1 ◎ ○ ◎ ◎

47322 分子遺伝学B

核酸の構造とゲノムの構造について理解し説明
できる
DNAの複製と修復，組換えについて理解し説明
できる
DNAのRNAへの転写及び転写制御機構につい
て理解し説明できる
遺伝情報の翻訳機構について理解し説明できる

3 1 ◎ ○ ◎ ◎

47323 環境放射化学

いわゆる風評被害に惑わされることなく、放射能
を理解できるよう、例えば放射能や原発関連
ニュースを解説できるようになることを、最終目
標とする。

3 1 ◎ ◎

47324 環境動態化学

いわゆる風評被害に惑わされることなく、放射能
を理解できるよう、例えば放射能や原発関連
ニュースを解説できるようになることを、最終目
標とする。

3 1 ◎ ◎

47325 分子間相互作用論

分子間相互作用について理解し、それが関わる
さまざまな現象が説明できるようになる。 2 1 ◎ ◎ ◎

47326 分光物理化学

分光学における用語と手法を理解し、各種分光
法の原理・特徴が説明できるようになる。 2 1 ◎ ◎ ◎

47327
創エネルギー材料化
学Ａ

1. 固体中の原子,イオンの化学結合、固体材料
の合成など固体中の電気伝導について理解す
ること。
2. pn接合ダイオード、イオン伝導体、導電性高
分子など電子機器の基礎を理解すること。
3. 固体における光の透過、発光、有機ELの機構
を理解し、無機材料の電子物性を理解するこ
と。

2 1 ◎ ◎

47328
創エネルギー材料化
学Ｂ

1. 固体中の原子,イオンの化学結合、固体材料
の合成など固体中の電気伝導について理解す
ること。
2. pn接合ダイオード、イオン伝導体、導電性高
分子など電子機器の基礎を理解すること。
3. 固体における光の透過、発光、有機ELの機構
を理解し、無機材料の電子物性を理解するこ
と。

2 1 ◎ ◎

47329 合成無機化学Ａ

無機化学基礎や無機化学および錯体化学で習
得した基本的知識と遷移金属錯体や有機金属
錯体の合成法との関連の理解を深める。

3 1 ◎ ◎

47330 合成無機化学Ｂ

無機化学基礎や無機化学および錯体化学で習
得した基本的知識と遷移金属錯体や有機金属
錯体の合成法との関連の理解を深める。

3 1 ◎ ◎

47331 応用物理化学

1.界面の性質について概略が理解できること。
2.エントロピーの統計的意味が解釈でき、分配
関数、ボルツマン分布の理解ができること。
3.分子分配関数を基にマクロ的熱力学量が原理
的に導けることを理解できること。

3 1 ◎ ◎ ◎ ◎

47332 化学反応速度論

1.与えられた反応に対して、反応次数の決定、
反応速度式の構築ができること。
2.化学反応の分子論的理解ができること。
3.酵素反応の特徴を理解できること。

3 1 ◎ ◎ ◎ ◎

47333 応用分析化学Ａ

1.各種分離法と分析法の基礎概念（原理，応
用）を理解すること。
2.溶液内反応や分配平衡（液〜液，固〜液）の
平衡論的取り扱いができること。
3.分離分析化学の基礎用語の説明ができるこ
と。
4.化学量論に基づく濃度計算や各分析法の基
本的数値計算ができること。

3 1 ◎ ◎
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様式４－１
理工学域

物質化学類

先端解析化学 分子創成化学
ナノ超分子化

学
創エネルギー

化学

グリーン・
サステイナブ

ル
ケミストリー

マテリアル
サイエンス

科目
番号

授業科目名 学生の学習目標 学年 Q1 Q2 Q3 Q4

学域名

学類名

学類のディプロマ・ポリシー（学位授与方針）

化学の専門知識・技術とともに幅広い教養と豊かな人間性を身につけ，科学・科学技術・文化の発展と充実に貢献できる人材を養成する。下記の各コアプログラムのディプロマ・ポリシーで掲げた人材養成目標への到達を含めて，この学類の人材養成目標に到達した者に学士（理学）もしくは学士（工学）の学位を授与する。
先端化学コアプログラム：物質の化学的性質・構造・反応などに関する基礎的原理や実験技術と合わせて広範な自然科学の素養を習得し、未来の科学を支えるために独自に考える力と自然に対する好奇心を持ち、発見の感動を味わうことに価値を見いだすことができる人材を養成する。この人材養成目標に到達した者に学士（理学）の学位を授与する。
応用化学コアプログラム：応用化学の研究者及び技術者として必要な知識と技術，化学的な思考力・創造力，実際問題への応用能力を修得するとともに，工学倫理や環境に対する責任を自覚し，社会でリーダーシップを発揮できる人材を養成する。加えて，研究を通して得た成果を広く世界に向けて発信し、社会や自然界へ応用する能力を養う。金沢大学<グローバル>スタンダード（KUGS）及び本学類が掲げる人材養成目標を踏まえ，以下に掲げる
学修成果を達成した者に，学士（工学）の学位を授与する。

学類のCP（カリキュラム編成方針） プログラムの学修成果（◎=学修成果を上げるために履修することがとくに強く求められる科目、○=学修成果を上げるために履修することが強く求められる科目、△=学修成果を上げるために履修することが求められる科目）

アドバンストプログラム

先端化学 応用化学

A-１
科学に携わる
研究者•技術者
および教育者
の素養として、
数学、物理学、
化学を中心と
した自然科学
の幅広い基礎
知識を身につ
ける。

B-２
化学の専門的
職業人として
必要な物理化
学、有機化学、
無機化学、分
析化学、放射
化学、生物化
学、錯体化学
の基礎学力と
化学的研究能
力を身につけ
るとともに問題
解決力を養う。

B-３
新しい機能を
もった物質の
創造、効率的
な有機合成反
応と生体分子
の機能の解
明、分析理論
の構築と自然
界の元素循環
の機構の解明
の３分野に対
応した実験や
講義を通して、
物質の性質•構
造•反応など原
子•分子レベル
でおこる諸問
題を解決する
化学的素養を
身につけ、研
究者および教
育者としてさま
ざまな分野で
リーダーとして
活躍できる能
力を養う。

C-４
持続可能な豊
かな社会を創
成する社会的
責任と倫理を
自覚し、自然
科学の社会的
役割の理解と
社会に及ぼす
影響を考え得
る素養を養う。

C-５
研究室の中で
大学院生ととも
に行うゼミナー
ルや課題研究
を通してコミュ
ニケーション能
力とリーダーと
しての資質を
養う。

B-3
応用化学の専
門的職業人と
して必要な物
理化学，有機
化学，無機化
学，分析化学，
高分子化学の
基礎学力とス
キルを身につ
けるとともに化
学的思考力を
養う。

B-4
環境対応型研
究，高度選択
型研究，超分
子創成型研究
の3分野に対
応した実験や
講義を通して，
高度に専門的
な問題に対応
するための応
用化学的セン
スを身につけ，
生涯学び続け
る意欲を養う。

B-5
工業系科目を
通して工学の
基礎知識とセ
ンスを養い，異
分野において
も応用化学の
専門家として
自在に対応で
きる応用力を
身につける。

材料の構造や
機能の本質を
原子・分子レベ
ルで理解し，地
球規模で起こ
る 問題の解決
に役立つ革新
的な機能性マ
テリアルの創
出するための
幅広い知識と
スキルを身に
つける。

A-2
環境に調和し
た未来志向型
化学の創成を
目指す研究
者・技術者とし
ての責任と倫
理を自覚し，地
球的・国際的
視点から自然
科学や工学の
社会的役割の
理解と 社会に
及ぼす影響を
考え得る素養
を養う。

２年生の後期に選択するコアプログラムの科目を履修する上で必須となる基礎知識の修得を目的として，１年生および２
年生の前期には全学生必修の専門基礎科目を編成した。
先端化学コアプログラム：化学の専門的職業人として必要な自然科学の素養として「基礎学力（目標A）」を養う基礎科目
群とともに、現代化学全般を体系的に習得する中で「化学的な研究能力と問題解決力（目標B）」を養う専門科目群を配
置した。また、「情報発信型人材育成（目標C）」を目標として、ゼミナールや課題研究を中心としたプレゼンテーション能
力及び国際コミュニケーション能力を養成する科目群を編成した。
応用化学コアプログラム：科学技術に携わる研究者および技術者に必要な「基礎学力と社会的倫理観（目標A）」を養う
基礎科目群とともに，応用化学の専門的職業人に求められる「化学的スキルと工学的センス（目標B）」の習得を目標と
した専門科目群を配置した。また，社会における実践的能力として「創造的思考力と行動力（目標C）」を養成するため
に，課題探究型の実験・実習やプレゼンテーション能力及び国際コミュニケーション能力を養成する科目群を編成した。
アドバンストプログラム：6つの主題にグループ化された発展的な専門科目群を配置した。プログラムを組み合せて学習
するカリキュラムと，4年生で研究室に所属して取り組む課題研究により，化学に関する最先端の知識と実験技術を身に
つけることができる科目群を編成した。

コアプログラム

太陽電池，バ
イオマス，風
力，環境発電
はもとより 蓄
電池や社会イ
ンフラネット
ワークの社会
基盤を化学の
力を使って変
革する創エネ
ルギー技術に
必要な幅広い
知識とスキル
を身につける。

人体や生態系
への負荷を低
減し，持続可
能な社会の発
展に化学 で貢
献できる知識と
技術を身につ
けるとともに,化
学物質のライ
フサイクルを捉
える思考力と
課題解決能力
を養う。

学類のカリキュラム

C-6
幅広い産業の
根幹で活躍で
きる人材の養
成を目指して，
グループ研究
や創成実験，
さらに卒業研
究を通して
チームワーク
の重要性を体
感し，コミュニ
ケーション能力
とリーダーとし
ての資質を養
う。

C-7
“エコ化学によ
るモノづくり”の
観点から，特
に，エネル
ギー・環境・モ
ノづくりに関連
した応用化学
の技術的諸問
題に対する解
析能力，問題
解決のための
計画立案・遂
行能力を養う。

C-8
応用化学の専
門的職業人と
して国際的に
通用するため
に必要な語学
能力の基礎と
コンピュータ利
用技術を身に
つける。

新しい機能を
求めて創成さ
れる多種多様
な物質の性質
や反応挙動を
解き明かすた
めの幅広い専
門知識を身に
つけるとともに,
多面的かつ論
理的な思考力
を養う。

天然物・医薬
品など有機化
合物，ナノ構造
体や金属錯体
など無機化合
物，タンパク質
など生体関連
物質の創成と
反応制御法な
ど分子創成に
必要な最先端
の知識と研究
スキルを身に
つける。

生体分子，有
機分子，無機
分子等の様々
な構造の物質
において， 分
子間相互作用
により生じるナ
ノ超分子を自
在に操り，先端
化学・ 応用化
学分野に必要
な知識と研究
スキルを身に
つける。

C-６
国際的に通用
する化学の研
究者•専門的職
業人として必
要な語学能力
の基礎とコン
ピュータ利用
技術を身につ
ける。

A-１
工学に携わる
研究者・技術
者の基本的な
素養として，数
学，物理学，化
学を中心とした
自然科学の基
礎知識を身に
つける。

47334 応用分析化学Ｂ

1.各種分離法と分析法の基礎概念（原理，応
用）を理解すること。
2.溶液内反応や分配平衡（液〜液，固〜液）の
平衡論的取り扱いができること。
3.分離分析化学の基礎用語の説明ができるこ
と。
4.化学量論に基づく濃度計算や各分析法の基
本的数値計算ができること。

3 1 ◎ ◎

47335 有機構造解析Ａ

１．立体異性体の命名法・表記法を習得すること
２．光学活性体の分離法を知り，光学純度を決
定する原理を理解すること
３．基本的な有機反応の反応機構や生成物の
構造を立体化学的に解釈・予測できること
４．分光学的スペクトルから有機化合物の構造
決定法を習得する

3 1 ◎ ◎ ◎ ◎

47336 有機構造解析Ｂ

１．立体異性体の命名法・表記法を習得すること
２．光学活性体の分離法を知り，光学純度を決
定する原理を理解すること
３．基本的な有機反応の反応機構や生成物の
構造を立体化学的に解釈・予測できること
４．分光学的スペクトルから有機化合物の構造
決定法を習得する

3 1 ◎ ◎ ◎ ◎

47337 高分子有機化学Ａ

1. 高分子合成（基本条件、重合の種類、重合機
構、高分子反応、具体的な操作）の概要を身に
つける。
2. 高分子の構造（高分子の一次構造、高次構
造）と性質（主として化学的性質）の関係につい
ての本質（分子構造の重要性）を理解する。
3. 工業的に重要な様々な高分子材料に関する
知識を身につける。

3 1 ◎ ◎ ◎

47338 高分子有機化学Ｂ

1. 高分子合成（基本条件、重合の種類、重合機
構、高分子反応、具体的な操作）の概要を身に
つける。
2. 高分子の構造（高分子の一次構造、高次構
造）と性質（主として化学的性質）の関係につい
ての本質（分子構造の重要性）を理解する。
3. 工業的に重要な様々な高分子材料に関する
知識を身につける。

3 1 ◎ ◎ ◎

47339 高分子材料物性Ａ

1．高分子鎖の分子量と性質について理解す
る。
2．高分子鎖の大きさを統計的方法を使って理
解する。
3．高分子溶液の性質を理解する。

3 1 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

47340 高分子材料物性Ｂ

1．高分子鎖の分子量と性質について理解す
る。
2．高分子鎖の大きさを統計的方法を使って理
解する。
3．高分子溶液の性質を理解する。

3 1 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

47341 情報化学

(1)表計算ソフトウエアを用いて数値解析法を含
む種々の問題を解決できる。
(2)分子構造作画ソフトウエアを用いて分子構造
を理解できる。
(3)データベースを利用することで必要な文献を
検索できる。

3 1 ◎ ◎

47342 分子軌道計算法

(1)分子軌道法の概念を理解できる。
(2)基底関数の意味について理解できる。
(3)分子軌道計算ソフト（Gaussian）を使って種々
の分子の計算を実行できる。
(4)計算によって得られた結果から分子の性質を
理解できる。

3 1 ◎ ◎ ◎

47343 生物無機化学
金属タンパクの機能や構造およびそれらの機能
モデル錯体についての理解を深める。 3 1 ◎ ◎ ◎

47344 構造無機化学Ａ

多様な無機化合物を構造の観点から整理し、基
本的な無機化合物の構造と性質の関係を学
ぶ。遷移金属元素の代表的な配位形態である
四面体配位や平面４配位といった競合する構造
間のエネルギー差は，分子のエネルギーの数百
分の１から数千分の１しかないことも多い。これ
らの物質の構造相関について学ぶ。まだまだ発
展途上であるナノ科学の現状を理解し、触媒や
将来の応用の可能性について理解する。

3 1 ◎ ◎

47345 構造無機化学Ｂ

多様な無機化合物を構造の観点から整理し、基
本的な無機化合物の構造と性質の関係を学
ぶ。遷移金属元素の代表的な配位形態である
四面体配位や平面４配位といった競合する構造
間のエネルギー差は，分子のエネルギーの数百
分の１から数千分の１しかないことも多い。これ
らの物質の構造相関について学ぶ。まだまだ発
展途上であるナノ科学の現状を理解し、触媒や
将来の応用の可能性について理解する。

3 1 ◎ ◎

47346 電気化学Ａ

1.電気化学系の真の姿の概略を理解すること。
2.標準電極電位の意味を理解し，使いこなすこ
と。
3.電解電流を決める因子を理解し，電流電位曲
線が読めること。
4.上記の基礎の上に，種々の電気化学的現象
を理解するのに必要な基礎的な考え方を身に
付けること。

3 1 ◎ ◎ ◎

47347 電気化学Ｂ

1.電気化学系の真の姿の概略を理解すること。
2.標準電極電位の意味を理解し，使いこなすこ
と。
3.電解電流を決める因子を理解し，電流電位曲
線が読めること。
4.上記の基礎の上に，種々の電気化学的現象
を理解するのに必要な基礎的な考え方を身に
付けること。

3 1 ◎ ◎ ◎

47348 環境・材料機器分析Ａ

1.機器分析法の原理や機器の仕組みを理解す
ること。
2.各種分析機器の特徴（測定対象となる元素，
感度，再現性，正確さ等）を正確に把握するこ
と。
3.機器分析の関連用語の説明ができること。
4.高性能化，高機能化が進む分析機器に幅広く
対処できるような基礎知識を養うこと。

3 1 ◎ ◎ ◎

47349
環境・材料機器分析
Ｂ

1.機器分析法の原理や機器の仕組みを理解す
ること。
2.各種分析機器の特徴（測定対象となる元素，
感度，再現性，正確さ等）を正確に把握するこ
と。
3.機器分析の関連用語の説明ができること。
4.高性能化，高機能化が進む分析機器に幅広く
対処できるような基礎知識を養うこと。

3 1 ◎ ◎ ◎

47350 有機反応化学

１．酸と塩基の強さに及ぼす電子的な因子を理
解し、強さの序列が説明できること。
２．SN1とSN2の反応を反応機構を含めて正確
に記述できること。
３．様々なタイプの有機反応の反応機構を電子
の流れに沿って矢印を用いて表現できること。
４．有機反応のいくつか（軌道支配の反応）につ
いて軌道概念を使って説明できること。

3 1 ◎ ◎ ◎

47351 有機金属化学

１．酸と塩基の強さに及ぼす電子的な因子を理
解し、強さの序列が説明できること。
２．SN1とSN2の反応を反応機構を含めて正確
に記述できること。
３．様々なタイプの有機反応の反応機構を電子
の流れに沿って矢印を用いて表現できること。
４．有機反応のいくつか（軌道支配の反応）につ
いて軌道概念を使って説明できること。

3 1 ◎ ◎ ◎

47352 有機材料化学

1.高分子の固体構造と材料物性との関連につい
て理解すること。
2.エンジニアプラスチック，高強度・高弾性率繊
維などの先端高分子材料について知識を得る。

3 1 ◎ ◎ ◎

47353 生体高分子材料

1.生体高分子の化学構造を理解すること。
2.タンパク質における機能発現について化学的
立場から理解すること。
3.酵素の反応機構を理解すること。

3 1 ◎ ◎ ◎ ◎

47354 応用生物化学Ａ

１．生物を構成する物質の性質と役割を理解す
る．
２．基本的な生化学反応を理解する．
３．細胞の構造と機能を知る．

3 1 ◎ ◎

47355 応用生物化学Ｂ

１．生体成分の代謝のメカニズムを理解する．
２．遺伝情報の受け渡しに関する基礎的知識を
得る

3 1 ◎ ◎
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様式４－１
理工学域

物質化学類

先端解析化学 分子創成化学
ナノ超分子化

学
創エネルギー

化学

グリーン・
サステイナブ

ル
ケミストリー

マテリアル
サイエンス

科目
番号

授業科目名 学生の学習目標 学年 Q1 Q2 Q3 Q4

学域名

学類名

学類のディプロマ・ポリシー（学位授与方針）

化学の専門知識・技術とともに幅広い教養と豊かな人間性を身につけ，科学・科学技術・文化の発展と充実に貢献できる人材を養成する。下記の各コアプログラムのディプロマ・ポリシーで掲げた人材養成目標への到達を含めて，この学類の人材養成目標に到達した者に学士（理学）もしくは学士（工学）の学位を授与する。
先端化学コアプログラム：物質の化学的性質・構造・反応などに関する基礎的原理や実験技術と合わせて広範な自然科学の素養を習得し、未来の科学を支えるために独自に考える力と自然に対する好奇心を持ち、発見の感動を味わうことに価値を見いだすことができる人材を養成する。この人材養成目標に到達した者に学士（理学）の学位を授与する。
応用化学コアプログラム：応用化学の研究者及び技術者として必要な知識と技術，化学的な思考力・創造力，実際問題への応用能力を修得するとともに，工学倫理や環境に対する責任を自覚し，社会でリーダーシップを発揮できる人材を養成する。加えて，研究を通して得た成果を広く世界に向けて発信し、社会や自然界へ応用する能力を養う。金沢大学<グローバル>スタンダード（KUGS）及び本学類が掲げる人材養成目標を踏まえ，以下に掲げる
学修成果を達成した者に，学士（工学）の学位を授与する。

学類のCP（カリキュラム編成方針） プログラムの学修成果（◎=学修成果を上げるために履修することがとくに強く求められる科目、○=学修成果を上げるために履修することが強く求められる科目、△=学修成果を上げるために履修することが求められる科目）

アドバンストプログラム

先端化学 応用化学

A-１
科学に携わる
研究者•技術者
および教育者
の素養として、
数学、物理学、
化学を中心と
した自然科学
の幅広い基礎
知識を身につ
ける。

B-２
化学の専門的
職業人として
必要な物理化
学、有機化学、
無機化学、分
析化学、放射
化学、生物化
学、錯体化学
の基礎学力と
化学的研究能
力を身につけ
るとともに問題
解決力を養う。

B-３
新しい機能を
もった物質の
創造、効率的
な有機合成反
応と生体分子
の機能の解
明、分析理論
の構築と自然
界の元素循環
の機構の解明
の３分野に対
応した実験や
講義を通して、
物質の性質•構
造•反応など原
子•分子レベル
でおこる諸問
題を解決する
化学的素養を
身につけ、研
究者および教
育者としてさま
ざまな分野で
リーダーとして
活躍できる能
力を養う。

C-４
持続可能な豊
かな社会を創
成する社会的
責任と倫理を
自覚し、自然
科学の社会的
役割の理解と
社会に及ぼす
影響を考え得
る素養を養う。

C-５
研究室の中で
大学院生ととも
に行うゼミナー
ルや課題研究
を通してコミュ
ニケーション能
力とリーダーと
しての資質を
養う。

B-3
応用化学の専
門的職業人と
して必要な物
理化学，有機
化学，無機化
学，分析化学，
高分子化学の
基礎学力とス
キルを身につ
けるとともに化
学的思考力を
養う。

B-4
環境対応型研
究，高度選択
型研究，超分
子創成型研究
の3分野に対
応した実験や
講義を通して，
高度に専門的
な問題に対応
するための応
用化学的セン
スを身につけ，
生涯学び続け
る意欲を養う。

B-5
工業系科目を
通して工学の
基礎知識とセ
ンスを養い，異
分野において
も応用化学の
専門家として
自在に対応で
きる応用力を
身につける。

材料の構造や
機能の本質を
原子・分子レベ
ルで理解し，地
球規模で起こ
る 問題の解決
に役立つ革新
的な機能性マ
テリアルの創
出するための
幅広い知識と
スキルを身に
つける。

A-2
環境に調和し
た未来志向型
化学の創成を
目指す研究
者・技術者とし
ての責任と倫
理を自覚し，地
球的・国際的
視点から自然
科学や工学の
社会的役割の
理解と 社会に
及ぼす影響を
考え得る素養
を養う。

２年生の後期に選択するコアプログラムの科目を履修する上で必須となる基礎知識の修得を目的として，１年生および２
年生の前期には全学生必修の専門基礎科目を編成した。
先端化学コアプログラム：化学の専門的職業人として必要な自然科学の素養として「基礎学力（目標A）」を養う基礎科目
群とともに、現代化学全般を体系的に習得する中で「化学的な研究能力と問題解決力（目標B）」を養う専門科目群を配
置した。また、「情報発信型人材育成（目標C）」を目標として、ゼミナールや課題研究を中心としたプレゼンテーション能
力及び国際コミュニケーション能力を養成する科目群を編成した。
応用化学コアプログラム：科学技術に携わる研究者および技術者に必要な「基礎学力と社会的倫理観（目標A）」を養う
基礎科目群とともに，応用化学の専門的職業人に求められる「化学的スキルと工学的センス（目標B）」の習得を目標と
した専門科目群を配置した。また，社会における実践的能力として「創造的思考力と行動力（目標C）」を養成するため
に，課題探究型の実験・実習やプレゼンテーション能力及び国際コミュニケーション能力を養成する科目群を編成した。
アドバンストプログラム：6つの主題にグループ化された発展的な専門科目群を配置した。プログラムを組み合せて学習
するカリキュラムと，4年生で研究室に所属して取り組む課題研究により，化学に関する最先端の知識と実験技術を身に
つけることができる科目群を編成した。

コアプログラム

太陽電池，バ
イオマス，風
力，環境発電
はもとより 蓄
電池や社会イ
ンフラネット
ワークの社会
基盤を化学の
力を使って変
革する創エネ
ルギー技術に
必要な幅広い
知識とスキル
を身につける。

人体や生態系
への負荷を低
減し，持続可
能な社会の発
展に化学 で貢
献できる知識と
技術を身につ
けるとともに,化
学物質のライ
フサイクルを捉
える思考力と
課題解決能力
を養う。

学類のカリキュラム

C-6
幅広い産業の
根幹で活躍で
きる人材の養
成を目指して，
グループ研究
や創成実験，
さらに卒業研
究を通して
チームワーク
の重要性を体
感し，コミュニ
ケーション能力
とリーダーとし
ての資質を養
う。

C-7
“エコ化学によ
るモノづくり”の
観点から，特
に，エネル
ギー・環境・モ
ノづくりに関連
した応用化学
の技術的諸問
題に対する解
析能力，問題
解決のための
計画立案・遂
行能力を養う。

C-8
応用化学の専
門的職業人と
して国際的に
通用するため
に必要な語学
能力の基礎と
コンピュータ利
用技術を身に
つける。

新しい機能を
求めて創成さ
れる多種多様
な物質の性質
や反応挙動を
解き明かすた
めの幅広い専
門知識を身に
つけるとともに,
多面的かつ論
理的な思考力
を養う。

天然物・医薬
品など有機化
合物，ナノ構造
体や金属錯体
など無機化合
物，タンパク質
など生体関連
物質の創成と
反応制御法な
ど分子創成に
必要な最先端
の知識と研究
スキルを身に
つける。

生体分子，有
機分子，無機
分子等の様々
な構造の物質
において， 分
子間相互作用
により生じるナ
ノ超分子を自
在に操り，先端
化学・ 応用化
学分野に必要
な知識と研究
スキルを身に
つける。

C-６
国際的に通用
する化学の研
究者•専門的職
業人として必
要な語学能力
の基礎とコン
ピュータ利用
技術を身につ
ける。

A-１
工学に携わる
研究者・技術
者の基本的な
素養として，数
学，物理学，化
学を中心とした
自然科学の基
礎知識を身に
つける。

47356 陸圏地球化学

予習として環境問題に関する本を数冊読むこと
により、環境問題を身近に捉えることが可能に
なる。また、他の授業での化学的な分析手法、
論理的なデータの整理、分類手法を生かして実
際の環境問題の本質を捉え、化学的なアプロー
チにより理解できるようにこれまでの他の授業の
復習を推奨する。予習・復習を十分行うこと。

3 1 ◎ ◎ ◎

47357 水圏地球化学

予習として環境問題に関する本を数冊読むこと
により、環境問題を身近に捉えることが可能に
なる。また、他の授業での化学的な分析手法、
論理的なデータの整理、分類手法を生かして実
際の環境問題の本質を捉え、化学的なアプロー
チにより理解できるようにこれまでの他の授業の
復習を推奨する。予習・復習を十分行うこと。

3 1 ◎ ◎ ◎

47358 有機合成化学Ａ

１　有機分子をどのようにしてつくればよいかに
ついて学ぶ。
２　有機分子（錯体も含む）を見る目を養う
３　原理原則に基づき，自分自身で合成計画を
たてられるようにする。

3 1 ◎ ◎ ◎ ◎

47359 有機合成化学Ｂ

１　有機分子をどのようにしてつくればよいかに
ついて学ぶ。
２　有機分子（錯体も含む）を見る目を養う
３　原理原則に基づき，自分自身で合成計画を
たてられるようにする。

3 1 ◎ ◎ ◎ ◎

47360 磁気共鳴Ａ

核磁気共鳴（NMR）法の基礎知識を学び，シンプ
ルな構造の有機化合物の構造解析ができるよう
になる。

3 1 ◎ ◎

47361 磁気共鳴Ｂ
核磁気共鳴（NMR）法の基礎知識を学び，固体
物質の構造解析ができるようになる。 3 1 ◎ ◎

47362 超分子化学Ａ

超分子の形成に寄与するさまざまな分子間相互
作用についての理解を深め，形成される超分子
の特徴について理解する。

3 1 ◎ ◎ ◎

47363 超分子化学Ｂ

超分子の形成に寄与するさまざまな分子間相互
作用についての理解を深め，形成される超分子
の特徴について理解する。

3 1 ◎ ◎ ◎

47003 学外技術体験学習Ａ

1. 企業の組織の中で、仲間と強調してコミュニ
ケーションをはかりながら課題に取り組む姿勢を
身に付ける。
2. 企業での実体験を通して、工学を学ぶことの
意義と必要性、および技術者としての倫理を会
得する。

3 ◎ △

47004 学外技術体験学習Ｂ

1. 企業の組織の中で、仲間と強調してコミュニ
ケーションをはかりながら課題に取り組む姿勢を
身に付ける。
2. 企業での実体験を通して、工学を学ぶことの
意義と必要性、および技術者としての倫理を会
得する。

3 ◎ △

20211 国際研修Ａ

・海外安全講習会への参加
・海外の大学や研究機関において、次の①〜③
のいずれかを行う。
①５日間以上の研究活動・専門的実習
②７．５時限相当以上の専門科目の講義・演習
③１５時限相当以上の専門的実験・実習

1-4 ○ ◎ △

20212 国際研修Ｂ

・海外安全講習会への参加
・海外の大学や研究機関において、次の①〜③
のいずれかを行う。
①１０日間以上の研究活動・専門的実習
②１５時限相当以上の専門科目の講義・演習
③３０時限相当以上の専門的実験・実習

1-4 ○ ◎ △

47001
化学データベース演
習

1. 基礎的な自然科学の英語の教科書が読解で
きること。
2. 卒業研究遂行のために不可欠な文献検索・
調査
ができること。
3. 専門用語を理解し，正しく使用できること。
4. 英語の論文内容を理解し，要約してレポート
を作
成できること。
5. 上記のレポートをもとに，専門家の前で口頭
にて報告できること。

4 ◎ ○ ○ ◎

47002 物質化学課題研究

１．課題研究テーマに関連する文献を調査し，各
自の課題研究の位置づけ，問題点を明確にでき
ること。
２．課題研究遂行に必要な様々な理論，実験技
術を習得すること。
３．オープンエンドな問題に取り組み，それを解
決すること。
４．教員，学生あるいは大学院生との対話を通
して，自習的に研究に取り組めること。
５．研究成果を取りまとめ，それをわかりやすく
発表できること。

4 ◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
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